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ギャラリーショップKANAGU　東京都港区新橋 4‒31‒5　アトムC Sタワー 1階　TEL. 03-3437-7750
Open 月̶金 10時 ̶ 18時　Close 土、日、祝日

Access  JR・東京メトロ銀座線・都営浅草線「新橋駅」　都営三田線｢御成門駅｣・｢内幸町駅｣より徒歩７分

●つくり手の想いやこだわりはWEBでもご紹介中  ☞ http:// interiorfan.com/tsunagu/

a 壁掛け花器
b ペンダント
c 鍋敷き
d かご
e プレート
f 箸置き
g 栓抜き
h フラワーベース
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なんだかうれしい

ここちいい

2011. 7.1

オープン
&

リニューアル

GA-LA-BOは、Gallery と Laboratory を組み合わせた造語。
ぜひ一度足をお運びください。詳細は本誌 CSタワー通信（P.15）

をご覧ください。また、今号から「アトムニューズ」も誌面を
リニューアルしました。引き続きご愛読のほど、よろしくお願いします。

アトムはさらに新しいアトムへと進化します。 帯留めの歴史は遡ること江戸時代中・後期。
それ以前の幅１０センチ程度の細い帯から現
代風の帯幅への文化的変遷と、平穏な時代
に甲冑や刀紐の需要が無くなり組紐職人の
仕事が減少していった時代のさなか、帯の上に
飾る紐（帯締め）が考案されました。さらに遊び
心と華美を競ううちに帯留めという新しいアイ
テムが生まれ、粋で雅なファッションスタイルが
確立しました。高蒔絵と彫金で施されたＴＡＺＯＯ
の帯留めは、シンプルな帯の上に合わせると、
まさに宝石としての空気感を演出します。

帯留め　
出龍 （実物大）

漆は「うるわしい」という言葉が転化したと言われ、世界では漆製
品を「ジャパン」と呼び、それが日本の呼称となるほどの評価を受け
ました。ＴＡＺＯＯは黄金の国「ジパング」と呼ばれる所以になったこ
の蒔絵技法と、今でも世界で群を抜いている組紐という結びの技
を、現代の先鋭アーティストの作品を軸に、現代の美の表現として
和のジュエリーの世界に仕上げました。
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「季節のたより　2011　夏」
作家：一央里（いおり）　
profile ●1998年より1、2年に一度のペースで新作発
表の個展を開く。近年は、絵をベースに花や石をそえあらた
な観点での作品づくりを続けている。

Artisan Gallery 　　   「金敷」　錺職人　田中 康司さん

石の神様・仏様　　 最強のＯＫマーク・万治の石仏

東京再発見　　　　 新宿区・スコットホール

ATOM×EARTH VISION　アース・ビジョン大賞決定

ATOM’s Eye              『2011春の新作発表会』レポート

Friend Circle　　　   ガーデンデザイナー　矢野TEAさん
　　　　　　　　　「してきたコト、したいコト、こんなコト」

CSタワー通信　　　「GA-LA-BOの誕生です」

After Hours　　　　池尻大橋・カビネ

オフタイム
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古より伝わる和の美意識を内包した
ジュエリーの世界　TAZOO

絵　中澤 孝典
高蒔絵　松山 武司
彫金　高谷 信雄
彫金　林 陽子
プランナー　西村 倫千生
プロデュース　那須 勲

東日本大震災により被災された皆様ならびにそのご家族の皆様に、謹んでお見舞いを申し上げます。
皆様の安全とご健康、そして一日も早い復興を心よりお祈り申し上げます。

かな しき

ギャ ラ ボ

かざり
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金

　敷

錺
職
人

　田
中
康
司

文

　川
村
千
織

　写
真

　大
屋
徳
亮

金
敷
と
書
い
て
「
か
な
し
き
」。
金
属
を
芳
ば
し
く
細
工
す
る
こ
と
。

細
工
す
る
職
人
は
、「
錺
職
人
」
と
書
い
て
「
か
ざ
り
し
ょ
く
に
ん
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。

コ
ン
コ
ン
　コ
ン
コ
ン
　コ
ン
コ
ン
。

　地
金
を
叩
く
。
地
金
が
丸
み
を
帯
び
て
く
る
。

磨
く
音
は
　シ
ャ
リ
　シ
ャ
リ
　シ
ャ
リ
。

窓
際
を
陣
取
っ
た
作
業
場
所
。

　四
十
年
使
い
続
け
た
机
に
向
か
い
、
錺
職
人
は
仕
事
す
る
。

机
の
上
の
古
い
引
き
出
し
。

　開
け
れ
ば
ヤ
ッ
ト
コ
が
ぎ
っ
し
り
。
他
の
段
に
は
ロ
ウ
切
り
鋏
。

使
い
込
ま
れ
た
道
具
た
ち
、
手
脂
で
磨
か
れ
て
色
艶
が
い
い
。

「
爺
さ
ん
が
や
っ
て
て
ね
。
俺
に
継
が
せ
た
か
っ
た
ん
だ
ね
。
ち
ょ
っ
と
お
前
、
器
用
だ
か
ら
や
っ
て
ご
ら
ん
、
っ
て
」

お
だ
て
に
乗
っ
て
、
そ
の
気
に
な
っ
て
。

　こ
の
道
入
っ
て
四
十
年
。

「
身
内
だ
と
甘
え
る
か
ら
っ
て
」

奉
公
先
の
親
方
、
兄
弟
子
が
厳
し
か
っ
た
。

　手
取
り
、
足
取
り
な
ん
て
教
え
ち
ゃ
く
れ
な
い
。

げ
ん
こ
つ
で
頭
　小
突
か
れ
な
が
ら
の
修
業
時
代
。

朝
は
六
時
半
に
は
起
き
て
、
雑
巾
が
け
か
ら
始
ま
る
毎
日
。

辞
め
た
い
、
辞
め
た
い
と
　思
い
続
け
て
　い
つ
し
か
三
年
。

「
三
年
経
つ
と
ね
、
面
白
く
な
っ
て
く
る
ん
だ
よ
、
仕
事
が
ね
」

自
分
の
世
界
が
で
き
て
き
た
。

　職
人
ら
し
く
な
っ
て
き
た
。

「
結
局
さ
、
こ
の
仕
事
が
好
き
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
ね
。
こ
ん
だ
け
長
い
こ
と
や
っ
て
ん
だ
か
ら
」

手
元
に
あ
る
の
は
、
年
代
物
の
壊
れ
た
帯
留
め
。

「
作
る
だ
け
じ
ゃ
い
け
ね
ぇ
よ
。
壊
れ
た
時
、
直
し
て
元
に
戻
し
て
や
れ
な
く
ち
ゃ
」

作
っ
て
、
直
す
。

　そ
れ
が
で
き
る
か
ら
職
人
。

　あ
あ
、
い
い
仕
事
し
て
い
る
な
あ
。
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錺
職
人
の
田
中
さ
ん
に
会
い
に
行
っ
た
。

　
玄
関
を
開
け
る
と
い
き
な
り
の
急
な
階
段
。

滑
り
落
ち
な
い
よ
う
、
ゆ
っ
く
り
、
ゆ
っ
く

り
。
慎
重
に
足
を
運
び
な
が
ら
二
階
に
あ
る

仕
事
場
へ
歩
い
て
行
っ
た
。

　
仕
事
場
は
、
畳
敷
き
の
こ
ぢ
ん
ま
り
と
し

た
部
屋
の
壁
際
に
あ
っ
た
。
壁
の
上
部
に
設

け
ら
れ
た
硝
子
窓
。
そ
の
窓
か
ら
差
し
込
む

初
夏
の
日
射
し
は
、
錺
職
人
の
作
業
机
の
上

で
気
持
ち
よ
さ
そ
う
に
居
眠
り
を
し
て
い
た
。

　
職
人
の
作
業
場
は
、
長
年
、
時
に
は
代
々
、

変
わ
る
こ
と
な
く
使
い
続
け
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
多
い
。
現
代
で
い
う
、「
リ
フ
ォ
ー
ム
」

と
は
無
縁
の
世
界
。
床
も
、
壁
も
、
作
業
台

も
、
道
具
も
、
道
具
箱
も
…
す
べ
て
が
昔
の

ま
ま
。
い
や
、
使
い
始
め
た
頃
よ
り
も
、
手

脂
で
い
い
艶
に
な
っ
た
り
、
使
い
込
ん
で
味

の
あ
る
顔
つ
き
に
な
っ
た
り
し
て
い
る
。

　
作
業
机
が
置
か
れ
た
一
帯
は
、
空
気
が
、

時
が
止
ま
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
黙
っ
た
表

情
を
し
て
い
た
。怒
る
で
も
な
く
、笑
う
で
も

な
く
淡
々
と
。
職
人
と
、
職
人
が
作
る
作
品

の
こ
と
だ
け
し
か
考
え
た
こ
と
が
な
い
よ
う

な
、
そ
ん
な
表
情
だ
っ
た
の
を
覚
え
て
い
る
。

微
笑
ん
だ
朴
の
木

　
長
年
、
使
い
続
け
て
き
た
田
中
さ
ん
の
作

業
机
。
台
は
朴
（
ホ
オ
）
の
木
の
一
枚
板
で

作
ら
れ
て
い
た
。

「
す
ご
い
年
代
物
っ
て
感
じ
で
す
ね
」

分
か
っ
た
よ
う
な
こ
と
を
言
う
。
す
る
と
作

業
机
は
、
面
白
く
な
さ
そ
う
な
顔
。

「
分
か
っ
た
よ
う
な
こ
と
、言
わ
な
い
で
よ
」

き
っ
と
、
そ
う
言
い
た
か
っ
た
に
違
い
な
い
。

「
独
立
し
て
、
初
め
て
買
っ
た
机
な
ん
だ
」

　
田
中
さ
ん
の
手
が
、
や
さ
し
く
作
業
机
を

撫
で
る
。
ま
る
で
幼
子
の
頭
を
撫
で
て
や
る

よ
う
に
。
と
、
一
瞬
！
作
業
机
が
微
笑
ん
だ

よ
う
な
…
。
不
思
議
な
錯
覚
が
目
の
前
を
通

り
過
ぎ
て
い
っ
た
。

引
き
出
し
に
眠
る
宝
物

「
錺
職
人
の
起
源
は
、
鎌
倉
・
平
安
時
代
ま

で
遡
っ
て
ね
…
」

寺
院
の
建
築
金
具
や
仏
具
な
ど
の
金
彫
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ん
ざ
し

か
ら
始
ま
り
、
刀
剣
の
装
飾
、
簪
、
帯
留
め

と
い
っ
た
装
身
具
を
作
る
よ
う
に
な
っ
た
の

だ
と
か
。
田
中
さ
ん
が
多
く
作
っ
て
い
る
の

A
rtisan G

allery

「
随
分
と
長
げ
ぇ
間
、
職
人
や
っ
て
き
ち
ゃ
っ
た
な
」

やっとこ、引きまわし（糸のこ）、ムサシ（計測器）、ヘラ、ロクロ……。錺職人の作業台まわ
りにはたくさんの道具が揃えられている。新しいものもあるが、大抵はお爺さんが使って
いたものや、自分が独立した直後に揃えた年代物。今では道具を作る職人も減ってきてしまっ
ているということで、手元にある道具は貴重品。一流職人の手技による美しい装身具も、こ
れら道具なくしては作ることはできない。

田中康司●昭和23年・東京生まれ。錺職人の祖父
に促され、高校卒業後、錺職人の道へ。自宅近くに
ある親方の所で職人としての修業を重ねる。7年後
に独立。独立してからの作品は、大手デパートに
て販売。イベントや実演も兼ねた催事場での販売
では、その手技の素晴らしさで注目を集めている。
趣味は楽器演奏。友人とバンドを結成し、60～70
年代の洋楽を中心に年に数回コンサートを開催。
ちなみに田中さんはベースギター、奥様の礼子さ
んはヴォーカルを担当。

ア
ル
テ
ィ
ザ
ン
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
「
職
人
」
の
意
味
。A

rtisan G
allery

（
ア
ル
テ
ィ
ザ
ン
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）で
は
、職
人
の
技
と
生
き
方
を
写
真
と
エ
ッ
セ
イ
で
お
届
け
し
ま
す
。

A
rtisan G

allery

は
ア
ト
ム
Ｃ
Ｓ
タ
ワ
ー
７
階
「
ア
ル
テ
ィ
ザ
ン
・
フ
ロ
ア
」
と
の
連
動
型
コ
ン
テ
ン
ツ
で
す
。

は
、
帯
留
め
、
ブ
ロ
ー
チ
、
ベ
ル
ト
の
バ
ッ

ク
ル
。
そ
し
て
、
そ
う
い
っ
た
装
身
具
の
ほ

と
ん
ど
は
売
る
た
め
の
品
。

「
だ
け
ど
さ
、」

古
び
た
道
具
入
れ
の
引
き
出
し
を
開
け
る
。

く
し
ゃ
く
し
ゃ
っ
と
し
た
紙
に
描
か
れ
た

デ
ッ
サ
ン
。
デ
ッ
サ
ン
通
り
に
出
来
上
が
っ

た
ペ
ン
ダ
ン
ト
ヘ
ッ
ド
、
指
輪
。

「
な
ん
か
興
味
を
持
つ
と
作
り
た
く
な
っ
ち

ゃ
う
ん
だ
よ
ね
」

売
り
物
で
は
な
い
。
田
中
さ
ん
の
作
品
が
引

き
出
し
の
中
に
幾
つ
も
幾
つ
も
眠
っ
て
い
た
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で
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竣
工

式
が
行
な
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の
は
、一
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二
二
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大
正

十
一
年
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十
二
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に
は
人
々
を
震

撼
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せ
た
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東
大
震
災
が
起
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る
。

　

都
内
の
ほ
と
ん
ど
の
煉
瓦
建
築
が
倒
壊
し

た
も
の
の
、
ス
コ
ッ
ト
ホ
ー
ル
は
塔
屋
の
一

部
の
被
害
の
み
で
損
壊
を
ま
ぬ
が
れ
た
。

　

時
は
移
り
、
太
平
洋
戦
争
末
期
一
九
四
五

年
の
東
京
大
空
襲
で
も
間
近
に
迫
っ
た
炎
に

耐
え
、
今
年
三
月
十
一
日
に
起
こ
っ
た
未
曾

有
の
東
日
本
大
震
災
に
も
耐
え
て
、
ほ
ぼ
建

設
当
時
の
姿
を
残
し
て
い
る
。

　

ス
コ
ッ
ト
ホ
ー
ル
は
、
激
動
す
る
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史
の

目
撃
者
で
あ
り
、
貴
重
な
体
験
者
で
も
あ
っ

た
の
だ
。

　

ホ
ー
ル
の
母
体
で
あ
る
早
稲
田
奉
仕
園
の

創
立
者
は
、
ア
メ
リ
カ
人
宣
教
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の
Ｈ
・
Ｂ
・

ベ
ニ
ン
ホ
フ
。
早
稲
田
大
学
創
始
者
で
あ
る

大
隈
重
信
の
依
頼
を
受
け
、
一
九
〇
八
年
早

稲
田
の
地
に
キ
リ
ス
ト
教
主
義
の
大
学
生
寮

「
友
愛
学
舎
」を
創
設
し
た
。

　

つ
づ
い
て
総
合
学
生
セ
ン
タ
ー
の
建
設
を

計
画
し
、
そ
の
先
陣
を
切
っ
て
建
設
さ
れ
た

の
が
赤
煉
瓦
造
り
の
ス
コ
ッ
ト
ホ
ー
ル
で

あ
っ
た
。

赤煉瓦造りのスコットホールの塔屋

ロマネスク様式による半円形のアーチ窓

音響効果が考えられた梁が
むきだしの高い天井

芝生と木々に囲まれた1960年代のスコットホール 

正面玄関前にヒマラヤ杉が枝を伸ばす
現在のスコットホール

サムラッチ式とサムターン式の二
つの錠と、上下にはフランス落と
しが付いている。扉は外開き式だ
が、当初は西洋式で見られるよう
な内開きではなかったかと想像さ
れる、通常に比べて幅広の３方
枠となっている。

採光と換気に好都合な
上げ下げ式の縦長窓

出入口の両開き扉

上部に埋め込まれた小さな滑車
を利用し、建具の両サイドをワイ
ヤーでつるべ式に連結した構造
で、下建具を軽く持ち上げると同
時に、上建具は自重で下がる。下
建具の両サイドには、昔の列車
窓で見られたつまみ式のロックが
使われている。

礼拝やコンサート、結婚式にも利用されるホール

窓枠上部
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の
建
設
を

計
画
し
、
そ
の
先
陣
を
切
っ
て
建
設
さ
れ
た

の
が
赤
煉
瓦
造
り
の
ス
コ
ッ
ト
ホ
ー
ル
で

あ
っ
た
。

赤煉瓦造りのスコットホールの塔屋

ロマネスク様式による半円形のアーチ窓

音響効果が考えられた梁が
むきだしの高い天井

芝生と木々に囲まれた1960年代のスコットホール 

正面玄関前にヒマラヤ杉が枝を伸ばす
現在のスコットホール

サムラッチ式とサムターン式の二
つの錠と、上下にはフランス落と
しが付いている。扉は外開き式だ
が、当初は西洋式で見られるよう
な内開きではなかったかと想像さ
れる、通常に比べて幅広の３方
枠となっている。

採光と換気に好都合な
上げ下げ式の縦長窓

出入口の両開き扉

上部に埋め込まれた小さな滑車
を利用し、建具の両サイドをワイ
ヤーでつるべ式に連結した構造
で、下建具を軽く持ち上げると同
時に、上建具は自重で下がる。下
建具の両サイドには、昔の列車
窓で見られたつまみ式のロックが
使われている。

礼拝やコンサート、結婚式にも利用されるホール

窓枠上部
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関
東
大
震
災
に
耐
え
た

赤
煉
瓦
の

ス
コ
ッ
ト
ホ
ー
ル

都
の
西
北
、
早
稲
田
の
杜
　
　
と
歌
わ
れ
た
そ
の
一
郭
に
、

明
治
の
末
、
ひ
と
り
の
ア
メ
リ
カ
人
バ
プ
テ
ス
ト
宣
教
師
が
来
日
し
た
。

彼
の
名
は
、
ハ
リ
ー
・
バ
ク
ス
タ
ー
・
ベ
ニ
ン
ホ
フ
。

彼
が
創
立
し
た
キ
リ
ス
ト
教
精
神
に
基
づ
く
「
早
稲
田
奉
仕
園
」
は
、

二
十
一
世
紀
を
担
う
国
際
的
な
視
野
を
持
つ
人
間
の
育
成
と
、

広
く
世
界
の
人
々
と
の
交
流
を
め
ざ
す
活
動
を
実
践
し
て
き
た
。
　

そ
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
が
、
関
東
大
震
災
や
東
京
大
空
襲
を
は
じ
め
、

歴
史
の
う
ね
り
に
耐
え
て
き
た
赤
煉
瓦
造
り
の
ス
コ
ッ
ト
ホ
ー
ル
で
あ
る
。

新
宿
区
・
ス
コ
ッ
ト
ホ
ー
ル
取
材
・
文
／
倉
田
ひ
さ
し
　
撮
影
／
大
垣
善
昭

歴
史
の
荒
波
を
乗
り
越
え
た

赤
煉
瓦
組
積
造
り
の
建
築

      

　

ま
さ
に
歴
史
の｢

目
撃
者｣

で
あ
っ
た
。

「
早
稲
田
奉
仕
園
ス
コ
ッ
ト
ホ
ー
ル
」の
竣
工

式
が
行
な
わ
れ
た
の
は
、一
九
二
二
年（
大
正

十
一
年
）の
こ
と
。翌
十
二
年
に
は
人
々
を
震

撼
さ
せ
た
関
東
大
震
災
が
起
き
る
。

　

都
内
の
ほ
と
ん
ど
の
煉
瓦
建
築
が
倒
壊
し

た
も
の
の
、
ス
コ
ッ
ト
ホ
ー
ル
は
塔
屋
の
一

部
の
被
害
の
み
で
損
壊
を
ま
ぬ
が
れ
た
。

　

時
は
移
り
、
太
平
洋
戦
争
末
期
一
九
四
五

年
の
東
京
大
空
襲
で
も
間
近
に
迫
っ
た
炎
に

耐
え
、
今
年
三
月
十
一
日
に
起
こ
っ
た
未
曾

有
の
東
日
本
大
震
災
に
も
耐
え
て
、
ほ
ぼ
建

設
当
時
の
姿
を
残
し
て
い
る
。

　

ス
コ
ッ
ト
ホ
ー
ル
は
、
激
動
す
る
歴
史
の
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者
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あ
り
、
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重
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験
者
で
も
あ
っ
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の
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。
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仕
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Ｈ
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Ｂ
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建
築
技
術
を
結
集
さ
せ
た

日
米
の
友
愛
の
シ
ン
ボ
ル

　　

ホ
ー
ル
の
設
計
原
案
は
、
日
本
の
近
代
建

築
界
に
多
く
の
作
品
を
残
す
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建

築
事
務
所
。
施
工
管
理
は「
耐
震
構
造
の
父
」

と
呼
ば
れ
、
東
京
タ
ワ
ー
の
設
計
者
と
し
て

も
知
ら
れ
る
早
稲
田
大
学
の
内
藤
多
仲
教
授

の
研
究
室
が
受
け
持
っ
た
。さ
ら
に
、
日
本
を

代
表
す
る
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
建
築
家
で
あ
る

今
井
兼
次
助
教
授
が
担
当
者
と
な
っ
て
最
終

的
な
設
計
を
完
成
さ
せ
、
当
時「
当
代
随
一
の

煉
瓦
積
み
の
名
手
」
と
名
高
か
っ
た
竹
田
米

吉
が
施
工
を
請
け
負
っ
た
。日
米
の
精
鋭
が

力
を
合
わ
せ
、
そ
の
建
築
技
術
と
ア
イ
デ
ア

を
結
集
さ
せ
た
一
大
事
業
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
ホ
ー
ル
建
築
の
た
め
の
資
金
は
、
事

業
に
賛
同
し
た
Ｊ
・
Ｅ
・
ス
コ
ッ
ト
夫
人
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
多
額
の
献
金
に
よ
っ
て
賄
わ
れ

た
。こ
の
寄
付
は
米
国
シ
カ
ゴ
最
大
の
百
貨

店
「
カ
ー
ソ
ン
・
ビ
リ
ー
・
ス
コ
ッ
ト
社
」
の

経
営
者
で
あ
っ
た
亡
き
夫
の
遺
志
を
受
け
継

い
だ
も
の
だ
と
い
う
。

　

か
く
し
て
赤
煉
瓦
造
り
ロ
マ
ネ
ス
ク
様
式

の
ホ
ー
ル
は
、
学
生
の
た
め
の
文
化
施
設
と

し
て
完
成
し
た
。

　

ス
コ
ッ
ト
ホ
ー
ル
の
名
は
、
ス
コ
ッ
ト
夫

妻
へ
の
メ
モ
リ
ア
ル
で
も
あ
る
。

歴
史
的
建
造
物
に
指
定
の

情
報
と
文
化
の
発
信
基
地

　

ホ
ー
ル
は
当
時
か
ら
礼
拝
堂
と
し
て
だ
け

で
な
く
、
集
会
や
催
し
物
の
会
場
に
使
わ
れ

る
な
ど
、
多
目
的
ホ
ー
ル
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
て
き
た
。そ
の
使
命
は
、
竣
工
か
ら
九

十
年
の
時
を
経
た
い
ま
も
変
わ
ら
ず
、
音
楽

コ
ン
サ
ー
ト
や
合
唱
団
の
練
習
、
映
画
上
映

会
や
結
婚
式
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
に
利

用
さ
れ
、
情
報
と
文
化
の
発
信
基
地
と
し
て

も
機
能
し
て
い
る
。

　

今
年
四
月
、
か
つ
て
ビ
リ
ヤ
ー
ド
ル
ー
ム

だ
っ
た
地
下
室
は
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
し
て
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
。絵
画
や
写
真
、
オ
ブ
ジ
ェ
な
ど

の
展
覧
会
を
は
じ
め
、
今
後
は
社
会
問
題
を

問
い
か
け
る
展
示
も
計
画
さ
れ
て
い
る
。

　

創
立
者
ベ
ニ
ン
ホ
フ
が
目
指
し
た
も
の
は

「
人
を
愛
し
人
に
仕
え
る
こ
と
の
で
き
る
人

間
、
広
く
国
際
的
視
野
に
立
つ
青
年
の
教
育
」

で
あ
っ
た
。

　

ホ
ー
ル
は
一
九
九
〇
年
に
東
京
都
の
「
歴

史
的
建
造
物
の
景
観
意
匠
保
存
」
の
指
定
を

受
け
、
二
〇
〇
八
年
に
は
早
稲
田
奉
仕
園
の

創
立
百
周
年
を
迎
え
た
。

　

そ
の
記
念
と
し
て
、
戦
時
中
に
削
り
取
ら

れ
て
い
た
ス
コ
ッ
ト
ホ
ー
ル
の
頭
文
字
「
Ｓ
」

を
か
た
ど
っ
た
エ
ン
ブ
レ
ム
が
復
活
。

　

ホ
ー
ル
正
面
玄
関
に
高
く
掲
げ
ら
れ
た
そ

の
エ
ン
ブ
レ
ム
が
、
世
紀
を
超
え
て「
時
代
と

歴
史
」を
見
守
り
つ
づ
け
て
い
る
。

Information
インフォメーション

スコットホール
● 所在地／東京都新宿区西早稲田2-3-1　財団法人　早稲田奉仕園 

● 問合せ先／03-3205-5411

● HP／http://www.hoshien.or.jp/

● 交通／東京メトロ東西線「早稲田駅」2番出口より徒歩5分

　　　　 東京メトロ副都心線「西早稲田駅」2番出口より徒歩8分

　　　　 JR山手線＆西武新宿線「高田馬場駅」早稲田口より徒歩20分

　　　　または都バス「学02早大正門行き」バス停「西早稲田」下車徒歩3分

※施設見学や利用については事前にお問合せください。

かつての撞球室はギャラリーとしてリニューアル

第 19回地球環境映像祭
アース・ビジョン大賞決定

アース・ビジョン大賞
稲作ユートピア
（タイ／2009／監督：ウルポン・ラクササド／122分）

自分の土地を差し押さえられ、同じ田んぼを一緒に耕すことになった２つの

家族が、例年通り稲作シーズンを乗り切ろうとする。世の中がどんなに発展

しても、国がどんなに経済的、政治的、社会的に変化していても、彼らはいま

だ幸福というイデオロギーを実感できずにいる。空腹でお腹が鳴り続けてい

るというのに、どうすればユートピアを夢みることができるのだろうか？

ウルポン・ラクササド監督
私は、映画制作と同じぐらいに農業に関心を抱いています。農業は、人
類の最も尊い職業のひとつではないかと思います。現代の農業は、土
地所有権をはじめとして、経済成長と国際競争に重点を置いた国家政
策にいたるまで、多様なレベルで問題に直面しています。これらは究極
的には何を目的としているのでしょう？今日のグローバル化の力が、我々
をどこへ連れていくのか、私には見えないのです。

審査委員特別賞
大地の女たち
（韓国／2009／監督：権 友情（クォン・ウジョン）／95分） 

大学在学中に友人となり、都会

育ちながら農村生活を選んだ3

人の女性の物語。農村での暮ら

しに夢を抱いて生活を始めたも

のの、現実の厳しさに直面する。

「農民」であると同時に「女性」と

して生きる、韓国社会では二重

の意味で顧みられる機会の少な

い存在である彼女たちの姿を1

年以上にわたり追ったドキュメン

タリー作品だ。

半世紀にわたり水俣病を研究し

てきた精神神経科医・原田正純

さんは、常に「現場」に足を運び、

患者の声に耳を傾けることで、水

俣病という全貌の見えない巨大

な敵と闘ってきた。水俣だけでな

く、海外の水銀汚染現場も調査

し、水俣病と水銀汚染が人類に

とって重要な「事件」であることを

訴え続けている。原田さんは今、

「水俣病は終わっていない」と訴

権 友情（クォン・ウジョン）監督
農家の女性は１日１４時間以上も働くにもかかわらず、その労働は
一銭の稼ぎにもなりません。韓国では、農民全体に対する女性の
割合は５３％を占めますが、農業生産の対象として、女性の地位
は保証されていません。農地を守り食糧生産を担う彼女たちの生
活を紹介することで、皆さんが農家の女性に目を向けるきっかけと
なれば幸いです。

安松 直朗監督
「水俣病は他人事ではない。過去ではなく未来の問題」「環境を
汚すことは地球を汚すこと、そしてそれは未来の人間を汚すこと
になる」これは番組の主人公であり、半世紀にわたり水俣病をみ
つめてきた医師・原田正純さんの言葉です。今回、受賞して一
番嬉しかったことはこのメッセージを世界中の人たちに伝えるこ
とができたことです。

グリーン・プレスクラブ賞
未来への診断書̶水俣病と原田正純の50年
（日本／2010／監督：安松 直朗／54分） 

歴史を感じさせる
屋根裏への階段

創立100周年記念事
業で復活したＳ字
のエンブレム

第19回地球環境映像祭の環境映像部門には、

アジア、オセアニア、ポリネシアの19の国・地域から93作品が応募されました。

去る3月4日（金）～6日（日）には、その中から選ばれたアース・ビジョン賞9作品を上映。

最終日には、アース・ビジョン大賞、審査委員特別賞、

グリーン・プレスクラブ賞が選ばれ、表彰されました。

アース・ビジョン地球環境映像祭　http://www.earth-vision.jp/
アトムリビンテックは「EARTH VISION」とアース・ビジョン組織委員会の活動を応援しています。
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設
当
時
の
姿
を
残
し
て
い
る
。

　

ス
コ
ッ
ト
ホ
ー
ル
は
、
激
動
す
る
歴
史
の

目
撃
者
で
あ
り
、
貴
重
な
体
験
者
で
も
あ
っ

た
の
だ
。

　

ホ
ー
ル
の
母
体
で
あ
る
早
稲
田
奉
仕
園
の

創
立
者
は
、
ア
メ
リ
カ
人
宣
教
師
の
Ｈ
・
Ｂ
・

ベ
ニ
ン
ホ
フ
。
早
稲
田
大
学
創
始
者
で
あ
る

大
隈
重
信
の
依
頼
を
受
け
、
一
九
〇
八
年
早

稲
田
の
地
に
キ
リ
ス
ト
教
主
義
の
大
学
生
寮

「
友
愛
学
舎
」を
創
設
し
た
。

　

つ
づ
い
て
総
合
学
生
セ
ン
タ
ー
の
建
設
を

計
画
し
、
そ
の
先
陣
を
切
っ
て
建
設
さ
れ
た

の
が
赤
煉
瓦
造
り
の
ス
コ
ッ
ト
ホ
ー
ル
で

あ
っ
た
。

赤煉瓦造りのスコットホールの塔屋

ロマネスク様式による半円形のアーチ窓

音響効果が考えられた梁が
むきだしの高い天井

芝生と木々に囲まれた1960年代のスコットホール 

正面玄関前にヒマラヤ杉が枝を伸ばす
現在のスコットホール

サムラッチ式とサムターン式の二
つの錠と、上下にはフランス落と
しが付いている。扉は外開き式だ
が、当初は西洋式で見られるよう
な内開きではなかったかと想像さ
れる、通常に比べて幅広の３方
枠となっている。

採光と換気に好都合な
上げ下げ式の縦長窓

出入口の両開き扉

上部に埋め込まれた小さな滑車
を利用し、建具の両サイドをワイ
ヤーでつるべ式に連結した構造
で、下建具を軽く持ち上げると同
時に、上建具は自重で下がる。下
建具の両サイドには、昔の列車
窓で見られたつまみ式のロックが
使われている。

礼拝やコンサート、結婚式にも利用されるホール

窓枠上部
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建
築
技
術
を
結
集
さ
せ
た

日
米
の
友
愛
の
シ
ン
ボ
ル

　　

ホ
ー
ル
の
設
計
原
案
は
、
日
本
の
近
代
建

築
界
に
多
く
の
作
品
を
残
す
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建

築
事
務
所
。
施
工
管
理
は「
耐
震
構
造
の
父
」

と
呼
ば
れ
、
東
京
タ
ワ
ー
の
設
計
者
と
し
て

も
知
ら
れ
る
早
稲
田
大
学
の
内
藤
多
仲
教
授

の
研
究
室
が
受
け
持
っ
た
。さ
ら
に
、
日
本
を

代
表
す
る
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
建
築
家
で
あ
る

今
井
兼
次
助
教
授
が
担
当
者
と
な
っ
て
最
終

的
な
設
計
を
完
成
さ
せ
、
当
時「
当
代
随
一
の

煉
瓦
積
み
の
名
手
」
と
名
高
か
っ
た
竹
田
米

吉
が
施
工
を
請
け
負
っ
た
。日
米
の
精
鋭
が

力
を
合
わ
せ
、
そ
の
建
築
技
術
と
ア
イ
デ
ア

を
結
集
さ
せ
た
一
大
事
業
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
ホ
ー
ル
建
築
の
た
め
の
資
金
は
、
事

業
に
賛
同
し
た
Ｊ
・
Ｅ
・
ス
コ
ッ
ト
夫
人
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
多
額
の
献
金
に
よ
っ
て
賄
わ
れ

た
。こ
の
寄
付
は
米
国
シ
カ
ゴ
最
大
の
百
貨

店
「
カ
ー
ソ
ン
・
ビ
リ
ー
・
ス
コ
ッ
ト
社
」
の

経
営
者
で
あ
っ
た
亡
き
夫
の
遺
志
を
受
け
継

い
だ
も
の
だ
と
い
う
。

　

か
く
し
て
赤
煉
瓦
造
り
ロ
マ
ネ
ス
ク
様
式

の
ホ
ー
ル
は
、
学
生
の
た
め
の
文
化
施
設
と

し
て
完
成
し
た
。

　

ス
コ
ッ
ト
ホ
ー
ル
の
名
は
、
ス
コ
ッ
ト
夫

妻
へ
の
メ
モ
リ
ア
ル
で
も
あ
る
。

歴
史
的
建
造
物
に
指
定
の

情
報
と
文
化
の
発
信
基
地

　

ホ
ー
ル
は
当
時
か
ら
礼
拝
堂
と
し
て
だ
け

で
な
く
、
集
会
や
催
し
物
の
会
場
に
使
わ
れ

る
な
ど
、
多
目
的
ホ
ー
ル
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
て
き
た
。そ
の
使
命
は
、
竣
工
か
ら
九

十
年
の
時
を
経
た
い
ま
も
変
わ
ら
ず
、
音
楽

コ
ン
サ
ー
ト
や
合
唱
団
の
練
習
、
映
画
上
映

会
や
結
婚
式
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
に
利

用
さ
れ
、
情
報
と
文
化
の
発
信
基
地
と
し
て

も
機
能
し
て
い
る
。

　

今
年
四
月
、
か
つ
て
ビ
リ
ヤ
ー
ド
ル
ー
ム

だ
っ
た
地
下
室
は
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
し
て
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
。絵
画
や
写
真
、
オ
ブ
ジ
ェ
な
ど

の
展
覧
会
を
は
じ
め
、
今
後
は
社
会
問
題
を

問
い
か
け
る
展
示
も
計
画
さ
れ
て
い
る
。

　

創
立
者
ベ
ニ
ン
ホ
フ
が
目
指
し
た
も
の
は

「
人
を
愛
し
人
に
仕
え
る
こ
と
の
で
き
る
人

間
、
広
く
国
際
的
視
野
に
立
つ
青
年
の
教
育
」

で
あ
っ
た
。

　

ホ
ー
ル
は
一
九
九
〇
年
に
東
京
都
の
「
歴

史
的
建
造
物
の
景
観
意
匠
保
存
」
の
指
定
を

受
け
、
二
〇
〇
八
年
に
は
早
稲
田
奉
仕
園
の

創
立
百
周
年
を
迎
え
た
。

　

そ
の
記
念
と
し
て
、
戦
時
中
に
削
り
取
ら

れ
て
い
た
ス
コ
ッ
ト
ホ
ー
ル
の
頭
文
字
「
Ｓ
」

を
か
た
ど
っ
た
エ
ン
ブ
レ
ム
が
復
活
。

　

ホ
ー
ル
正
面
玄
関
に
高
く
掲
げ
ら
れ
た
そ

の
エ
ン
ブ
レ
ム
が
、
世
紀
を
超
え
て「
時
代
と

歴
史
」を
見
守
り
つ
づ
け
て
い
る
。

Information
インフォメーション

スコットホール
● 所在地／東京都新宿区西早稲田2-3-1　財団法人　早稲田奉仕園 

● 問合せ先／03-3205-5411

● HP／http://www.hoshien.or.jp/

● 交通／東京メトロ東西線「早稲田駅」2番出口より徒歩5分

　　　　 東京メトロ副都心線「西早稲田駅」2番出口より徒歩8分

　　　　 JR山手線＆西武新宿線「高田馬場駅」早稲田口より徒歩20分

　　　　または都バス「学02早大正門行き」バス停「西早稲田」下車徒歩3分

※施設見学や利用については事前にお問合せください。

かつての撞球室はギャラリーとしてリニューアル

第 19回地球環境映像祭
アース・ビジョン大賞決定

アース・ビジョン大賞
稲作ユートピア
（タイ／2009／監督：ウルポン・ラクササド／122分）

自分の土地を差し押さえられ、同じ田んぼを一緒に耕すことになった２つの

家族が、例年通り稲作シーズンを乗り切ろうとする。世の中がどんなに発展

しても、国がどんなに経済的、政治的、社会的に変化していても、彼らはいま

だ幸福というイデオロギーを実感できずにいる。空腹でお腹が鳴り続けてい

るというのに、どうすればユートピアを夢みることができるのだろうか？

ウルポン・ラクササド監督
私は、映画制作と同じぐらいに農業に関心を抱いています。農業は、人
類の最も尊い職業のひとつではないかと思います。現代の農業は、土
地所有権をはじめとして、経済成長と国際競争に重点を置いた国家政
策にいたるまで、多様なレベルで問題に直面しています。これらは究極
的には何を目的としているのでしょう？今日のグローバル化の力が、我々
をどこへ連れていくのか、私には見えないのです。

審査委員特別賞
大地の女たち
（韓国／2009／監督：権 友情（クォン・ウジョン）／95分） 

大学在学中に友人となり、都会

育ちながら農村生活を選んだ3

人の女性の物語。農村での暮ら

しに夢を抱いて生活を始めたも

のの、現実の厳しさに直面する。

「農民」であると同時に「女性」と

して生きる、韓国社会では二重

の意味で顧みられる機会の少な

い存在である彼女たちの姿を1

年以上にわたり追ったドキュメン

タリー作品だ。

半世紀にわたり水俣病を研究し

てきた精神神経科医・原田正純

さんは、常に「現場」に足を運び、

患者の声に耳を傾けることで、水

俣病という全貌の見えない巨大

な敵と闘ってきた。水俣だけでな

く、海外の水銀汚染現場も調査

し、水俣病と水銀汚染が人類に

とって重要な「事件」であることを

訴え続けている。原田さんは今、

「水俣病は終わっていない」と訴

権 友情（クォン・ウジョン）監督
農家の女性は１日１４時間以上も働くにもかかわらず、その労働は
一銭の稼ぎにもなりません。韓国では、農民全体に対する女性の
割合は５３％を占めますが、農業生産の対象として、女性の地位
は保証されていません。農地を守り食糧生産を担う彼女たちの生
活を紹介することで、皆さんが農家の女性に目を向けるきっかけと
なれば幸いです。

安松 直朗監督
「水俣病は他人事ではない。過去ではなく未来の問題」「環境を
汚すことは地球を汚すこと、そしてそれは未来の人間を汚すこと
になる」これは番組の主人公であり、半世紀にわたり水俣病をみ
つめてきた医師・原田正純さんの言葉です。今回、受賞して一
番嬉しかったことはこのメッセージを世界中の人たちに伝えるこ
とができたことです。

グリーン・プレスクラブ賞
未来への診断書̶水俣病と原田正純の50年
（日本／2010／監督：安松 直朗／54分） 

歴史を感じさせる
屋根裏への階段

創立100周年記念事
業で復活したＳ字
のエンブレム

第19回地球環境映像祭の環境映像部門には、

アジア、オセアニア、ポリネシアの19の国・地域から93作品が応募されました。

去る3月4日（金）～6日（日）には、その中から選ばれたアース・ビジョン賞9作品を上映。

最終日には、アース・ビジョン大賞、審査委員特別賞、

グリーン・プレスクラブ賞が選ばれ、表彰されました。

アース・ビジョン地球環境映像祭　http://www.earth-vision.jp/
アトムリビンテックは「EARTH VISION」とアース・ビジョン組織委員会の活動を応援しています。
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をどこへ連れていくのか、私には見えないのです。

審査委員特別賞
大地の女たち
（韓国／2009／監督：権 友情（クォン・ウジョン）／95分） 

大学在学中に友人となり、都会

育ちながら農村生活を選んだ3

人の女性の物語。農村での暮ら

しに夢を抱いて生活を始めたも

のの、現実の厳しさに直面する。

「農民」であると同時に「女性」と

して生きる、韓国社会では二重

の意味で顧みられる機会の少な

い存在である彼女たちの姿を1

年以上にわたり追ったドキュメン

タリー作品だ。

半世紀にわたり水俣病を研究し

てきた精神神経科医・原田正純

さんは、常に「現場」に足を運び、

患者の声に耳を傾けることで、水

俣病という全貌の見えない巨大

な敵と闘ってきた。水俣だけでな

く、海外の水銀汚染現場も調査

し、水俣病と水銀汚染が人類に

とって重要な「事件」であることを

訴え続けている。原田さんは今、

「水俣病は終わっていない」と訴

権 友情（クォン・ウジョン）監督
農家の女性は１日１４時間以上も働くにもかかわらず、その労働は
一銭の稼ぎにもなりません。韓国では、農民全体に対する女性の
割合は５３％を占めますが、農業生産の対象として、女性の地位
は保証されていません。農地を守り食糧生産を担う彼女たちの生
活を紹介することで、皆さんが農家の女性に目を向けるきっかけと
なれば幸いです。

安松 直朗監督
「水俣病は他人事ではない。過去ではなく未来の問題」「環境を
汚すことは地球を汚すこと、そしてそれは未来の人間を汚すこと
になる」これは番組の主人公であり、半世紀にわたり水俣病をみ
つめてきた医師・原田正純さんの言葉です。今回、受賞して一
番嬉しかったことはこのメッセージを世界中の人たちに伝えるこ
とができたことです。

グリーン・プレスクラブ賞
未来への診断書̶水俣病と原田正純の50年
（日本／2010／監督：安松 直朗／54分） 

歴史を感じさせる
屋根裏への階段

創立100周年記念事
業で復活したＳ字
のエンブレム

第19回地球環境映像祭の環境映像部門には、

アジア、オセアニア、ポリネシアの19の国・地域から93作品が応募されました。

去る3月4日（金）～6日（日）には、その中から選ばれたアース・ビジョン賞9作品を上映。

最終日には、アース・ビジョン大賞、審査委員特別賞、

グリーン・プレスクラブ賞が選ばれ、表彰されました。

アース・ビジョン地球環境映像祭　http://www.earth-vision.jp/
アトムリビンテックは「EARTH VISION」とアース・ビジョン組織委員会の活動を応援しています。
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建
築
技
術
を
結
集
さ
せ
た

日
米
の
友
愛
の
シ
ン
ボ
ル

　　

ホ
ー
ル
の
設
計
原
案
は
、
日
本
の
近
代
建

築
界
に
多
く
の
作
品
を
残
す
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建

築
事
務
所
。
施
工
管
理
は「
耐
震
構
造
の
父
」

と
呼
ば
れ
、
東
京
タ
ワ
ー
の
設
計
者
と
し
て

も
知
ら
れ
る
早
稲
田
大
学
の
内
藤
多
仲
教
授

の
研
究
室
が
受
け
持
っ
た
。さ
ら
に
、
日
本
を

代
表
す
る
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
建
築
家
で
あ
る

今
井
兼
次
助
教
授
が
担
当
者
と
な
っ
て
最
終

的
な
設
計
を
完
成
さ
せ
、
当
時「
当
代
随
一
の

煉
瓦
積
み
の
名
手
」
と
名
高
か
っ
た
竹
田
米

吉
が
施
工
を
請
け
負
っ
た
。日
米
の
精
鋭
が

力
を
合
わ
せ
、
そ
の
建
築
技
術
と
ア
イ
デ
ア

を
結
集
さ
せ
た
一
大
事
業
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
ホ
ー
ル
建
築
の
た
め
の
資
金
は
、
事

業
に
賛
同
し
た
Ｊ
・
Ｅ
・
ス
コ
ッ
ト
夫
人
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
多
額
の
献
金
に
よ
っ
て
賄
わ
れ

た
。こ
の
寄
付
は
米
国
シ
カ
ゴ
最
大
の
百
貨

店
「
カ
ー
ソ
ン
・
ビ
リ
ー
・
ス
コ
ッ
ト
社
」
の

経
営
者
で
あ
っ
た
亡
き
夫
の
遺
志
を
受
け
継

い
だ
も
の
だ
と
い
う
。

　

か
く
し
て
赤
煉
瓦
造
り
ロ
マ
ネ
ス
ク
様
式

の
ホ
ー
ル
は
、
学
生
の
た
め
の
文
化
施
設
と

し
て
完
成
し
た
。

　

ス
コ
ッ
ト
ホ
ー
ル
の
名
は
、
ス
コ
ッ
ト
夫

妻
へ
の
メ
モ
リ
ア
ル
で
も
あ
る
。

歴
史
的
建
造
物
に
指
定
の

情
報
と
文
化
の
発
信
基
地

　

ホ
ー
ル
は
当
時
か
ら
礼
拝
堂
と
し
て
だ
け

で
な
く
、
集
会
や
催
し
物
の
会
場
に
使
わ
れ

る
な
ど
、
多
目
的
ホ
ー
ル
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
て
き
た
。そ
の
使
命
は
、
竣
工
か
ら
九

十
年
の
時
を
経
た
い
ま
も
変
わ
ら
ず
、
音
楽

コ
ン
サ
ー
ト
や
合
唱
団
の
練
習
、
映
画
上
映

会
や
結
婚
式
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
に
利

用
さ
れ
、
情
報
と
文
化
の
発
信
基
地
と
し
て

も
機
能
し
て
い
る
。

　

今
年
四
月
、
か
つ
て
ビ
リ
ヤ
ー
ド
ル
ー
ム

だ
っ
た
地
下
室
は
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
し
て
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
。絵
画
や
写
真
、
オ
ブ
ジ
ェ
な
ど

の
展
覧
会
を
は
じ
め
、
今
後
は
社
会
問
題
を

問
い
か
け
る
展
示
も
計
画
さ
れ
て
い
る
。

　

創
立
者
ベ
ニ
ン
ホ
フ
が
目
指
し
た
も
の
は

「
人
を
愛
し
人
に
仕
え
る
こ
と
の
で
き
る
人

間
、
広
く
国
際
的
視
野
に
立
つ
青
年
の
教
育
」

で
あ
っ
た
。

　

ホ
ー
ル
は
一
九
九
〇
年
に
東
京
都
の
「
歴

史
的
建
造
物
の
景
観
意
匠
保
存
」
の
指
定
を

受
け
、
二
〇
〇
八
年
に
は
早
稲
田
奉
仕
園
の

創
立
百
周
年
を
迎
え
た
。

　

そ
の
記
念
と
し
て
、
戦
時
中
に
削
り
取
ら

れ
て
い
た
ス
コ
ッ
ト
ホ
ー
ル
の
頭
文
字
「
Ｓ
」

を
か
た
ど
っ
た
エ
ン
ブ
レ
ム
が
復
活
。

　

ホ
ー
ル
正
面
玄
関
に
高
く
掲
げ
ら
れ
た
そ

の
エ
ン
ブ
レ
ム
が
、
世
紀
を
超
え
て「
時
代
と

歴
史
」を
見
守
り
つ
づ
け
て
い
る
。

Information
インフォメーション

スコットホール
● 所在地／東京都新宿区西早稲田2-3-1　財団法人　早稲田奉仕園 

● 問合せ先／03-3205-5411

● HP／http://www.hoshien.or.jp/

● 交通／東京メトロ東西線「早稲田駅」2番出口より徒歩5分
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　　　　 JR山手線＆西武新宿線「高田馬場駅」早稲田口より徒歩20分

　　　　または都バス「学02早大正門行き」バス停「西早稲田」下車徒歩3分

※施設見学や利用については事前にお問合せください。

かつての撞球室はギャラリーとしてリニューアル

第 19回地球環境映像祭
アース・ビジョン大賞決定
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稲作ユートピア
（タイ／2009／監督：ウルポン・ラクササド／122分）
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だ幸福というイデオロギーを実感できずにいる。空腹でお腹が鳴り続けてい

るというのに、どうすればユートピアを夢みることができるのだろうか？
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しても、国がどんなに経済的、政治的、社会的に変化していても、彼らはいま

だ幸福というイデオロギーを実感できずにいる。空腹でお腹が鳴り続けてい

るというのに、どうすればユートピアを夢みることができるのだろうか？

ウルポン・ラクササド監督
私は、映画制作と同じぐらいに農業に関心を抱いています。農業は、人
類の最も尊い職業のひとつではないかと思います。現代の農業は、土
地所有権をはじめとして、経済成長と国際競争に重点を置いた国家政
策にいたるまで、多様なレベルで問題に直面しています。これらは究極
的には何を目的としているのでしょう？今日のグローバル化の力が、我々
をどこへ連れていくのか、私には見えないのです。

審査委員特別賞
大地の女たち
（韓国／2009／監督：権 友情（クォン・ウジョン）／95分） 

大学在学中に友人となり、都会

育ちながら農村生活を選んだ3

人の女性の物語。農村での暮ら

しに夢を抱いて生活を始めたも

のの、現実の厳しさに直面する。

「農民」であると同時に「女性」と

して生きる、韓国社会では二重

の意味で顧みられる機会の少な

い存在である彼女たちの姿を1

年以上にわたり追ったドキュメン

タリー作品だ。

半世紀にわたり水俣病を研究し

てきた精神神経科医・原田正純

さんは、常に「現場」に足を運び、

患者の声に耳を傾けることで、水

俣病という全貌の見えない巨大

な敵と闘ってきた。水俣だけでな

く、海外の水銀汚染現場も調査

し、水俣病と水銀汚染が人類に

とって重要な「事件」であることを

訴え続けている。原田さんは今、

「水俣病は終わっていない」と訴

権 友情（クォン・ウジョン）監督
農家の女性は１日１４時間以上も働くにもかかわらず、その労働は
一銭の稼ぎにもなりません。韓国では、農民全体に対する女性の
割合は５３％を占めますが、農業生産の対象として、女性の地位
は保証されていません。農地を守り食糧生産を担う彼女たちの生
活を紹介することで、皆さんが農家の女性に目を向けるきっかけと
なれば幸いです。

安松 直朗監督
「水俣病は他人事ではない。過去ではなく未来の問題」「環境を
汚すことは地球を汚すこと、そしてそれは未来の人間を汚すこと
になる」これは番組の主人公であり、半世紀にわたり水俣病をみ
つめてきた医師・原田正純さんの言葉です。今回、受賞して一
番嬉しかったことはこのメッセージを世界中の人たちに伝えるこ
とができたことです。

グリーン・プレスクラブ賞
未来への診断書̶水俣病と原田正純の50年
（日本／2010／監督：安松 直朗／54分） 

歴史を感じさせる
屋根裏への階段

創立100周年記念事
業で復活したＳ字
のエンブレム

第19回地球環境映像祭の環境映像部門には、

アジア、オセアニア、ポリネシアの19の国・地域から93作品が応募されました。

去る3月4日（金）～6日（日）には、その中から選ばれたアース・ビジョン賞9作品を上映。

最終日には、アース・ビジョン大賞、審査委員特別賞、

グリーン・プレスクラブ賞が選ばれ、表彰されました。

アース・ビジョン地球環境映像祭　http://www.earth-vision.jp/
アトムリビンテックは「EARTH VISION」とアース・ビジョン組織委員会の活動を応援しています。
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『2011春の新作発表会』レポート

ＨＲシステム  ソフトクローズタイプ
ＦＣ－２２２－Ｈ 

跳ね上がり抑制機構付き　
上部吊り車

ＫＶ５１　
ケースデッド鎌錠

デッドロックによって鎌の耐側圧性能が大幅に
アップしました（当社比）。スライドロックの搭載
により、引戸を開けた状態では鎌が出ない機構
となっています。デッドロックとスライドロックは
枠に当たると簡単に押し込まれ、傷を付けにくい
構造です。戸と枠の隙間をドライバー１本で調整
ができます。

引戸の閉まり際の動きを緩やかにして、静かに
ゆっくりと閉じる、アトムのソフトクローズ機能。
ソフトクローズ作動時にハンマーが引戸の上面
を抑え込み、戸の跳ね上がりを抑制します。ソフ
トクローズの動きの高級感をさらに高めたハイグ
レードな吊り車です。

ご来場の皆様には金具
仕様表や設計ガイドを
詳しくご紹介したカタロ
グ「アトムソフトクロー
ズシリーズ vol.2」を
お渡ししました。

　「
2
0
1
1
春
の
新
作
発
表
会
」に
ご
来
場
い
た
だ

き
、ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。今
回
は
未

曾
有
の
大
震
災
の
直
後
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、社
員
一

同
、従
来
と
は
違
う
意
味
を
持
っ
た
展
示
会
で
あ
る
と

い
う
共
通
認
識
の
も
と
、復
興
支
援
の
一
環
と
し
て
開

催
し
、お
か
げ
さ
ま
で
期
間
中
盛
況
を
続
け
、無
事
に
終

了
致
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
震
災
の
影
響
等
に
よ
り
、依
然
と
し
て
厳
し

い
市
況
環
境
が
続
い
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
な
か
、こ
こ
数
年
一
定
の
評
価
を
い
た
だ

い
て
い
る「
引
戸
ソ
フ
ト
ク
ロ
ー
ズ
」の
更
に
充
実
し
た

商
品
を
、市
場
に
先
行
し
た
か
た
ち
で
今
回
の
展
示
会

で
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。新
た
に「
跳
ね
上
が

り
抑
制
機
構
付
き
」、「
戸
先・戸
尻
両
側
ソ
フ
ト
ク
ロ
ー

ズ
」な
ど
お
客
様
の
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
応
じ
て
対

応
可
能
な
商
品
と
な
っ
て
お
り
、高
い
評
価
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。弊
社
と
し
ま
し
て
は
、お
客
様
か
ら
頂
戴
し

た
ご
意
見
や
ご
提
案
に
お
応
え
す
る
た
め
に
よ
り
一
層

力
を
入
れ
、商
品
開
発
に
臨
ん
で
参
り
ま
す
。

　
秋
に
は「
2
0
1
1
秋
の
内
覧
会
」も
控
え
て
お
り
、

今
後
と
も
皆
様
の
ご
期
待
に
添
え
ま
す
よ
う
、社
員
一

同
全
力
を
挙
げ
て
社
業
に
努
め
る
所
存
で
す
。何
と
ぞ

末
永
く
ご
愛
顧
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

特販事業部　係長　
矢島 吾郎

「
２
０
１
１
春
の
新
作
発
表
会
」を
終
え
て

アトムリビンテックはお客様からのさまざまなお声を、これからもひとつひとつかたちにしてまいります。
ご来場くださいましたお客様には心より感謝申し上げます。ありがとうございました。
＊製品についての詳細や資料請求は各ショールームまでお問い合わせください。

ＡＴＯＭ＋東海大学　
産学協同作品展

取材／新井 真紀子

ＡＦＤシステム  ソフトクローズタイプ
ＦＣ－２９００－Ｈ　

「野菜を子どもと一緒に育てたいけど畑
がないなあ」「採れたてのおいしい野菜
が食べたいなあ」。ＲＡＫＵＶＥＧＥはそ
んな要望に答えてくれる、土を使わずに
室内で簡単に野菜を育てることのでき
る室内プランターです。「見る」「育てる」
「食べる」という３つの楽しさとともに、
野菜のことを知っていく生活スタイルを
提案します。

棚を使う時に「上のものが取りにくい」と
いった悩みを、その場で手軽に解決する
ために生まれたのが「棚に備え付けられ
たステップ」という視点です。このステッ
プは棚を利用して成立するため低コス
ト。普段は隙間に収納しておけるため省
スペース。棚をもっと便利にする、一体型
のステップの提案です。

出かける際に、時計や携帯電話を忘れ
て、困った経験は誰にでもあるはずです。
朝の忙しい時間、いっぺんに身支度を整
えられたらいいのに・・・。どんなに忙しく
とも毎日必ず接するスイッチに着目し、ス
イッチボックスに小物収納機能をプラス
したのがこの「GADGETCH」です。見た
目と機能を両立させた、新しいスタイルの
スイッチボックスの提案です。

夜トイレに行きたくなった時など、ベッ
ドから移動する際に足もとに不安を感
じたことはないでしょうか。特にお年寄
りにとって、暗い寝室から目的の場所
への移動には危険を伴う場合がありま
す。そこで、楽にベッドから立ち上がる
ための支えとなり、足もとを適度な明
るさで照らすことのできる、手すりと一
体となったライトを提案します。

● 石渡 雅子 （いしわたり まさこ）
ＲＡＫＵＶＥＧＥ　―食育を助ける室内プランター―

● 安井 惇浩 （やすい あつひろ）
Ｒａｃｋ Ｓｔｅｐ　―棚をもっと、便利に―

● 佐々木 渉 （ささき わたる）
ＧＡＤＧＥＴＣＨ　―壁厚を利用した小物収納―

● 蛇田 江李 （へびた えり）
Ｌａｉｌｉｇｈｔ　―手すりと一体　足もとを照らしてくれるライト―

東京会場
同時開催 『住まいの安全、安心、快適提案』

eye

NEW

NEW

去る4月、大阪と東京でアトムリビンテック「2011春の新作発表会」を開催いたしました。
昨今の展示会での人気アイテムはなんといっても引戸ソフトクローズシリーズ。今回、上吊
り引戸ＨＲシステム・ＡＦＤシステムそれぞれに「跳ね上がり抑制機構付き上部吊り車」が
新登場いたしました。ほかにも省スペース用の狭い戸幅に対応したソフトクローズ・ショー
トタイプ、開戸から引戸へのリフォームに便利なアウトセット用ソフトクローズなど、使い
心地や機能の違いを実際にご体感いただきました。お客様のニーズに合わせて一層充実し
たアトムのソフトクローズシリーズに、どうぞご注目ください。
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建
築
技
術
を
結
集
さ
せ
た

日
米
の
友
愛
の
シ
ン
ボ
ル

　　

ホ
ー
ル
の
設
計
原
案
は
、
日
本
の
近
代
建

築
界
に
多
く
の
作
品
を
残
す
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建

築
事
務
所
。
施
工
管
理
は「
耐
震
構
造
の
父
」

と
呼
ば
れ
、
東
京
タ
ワ
ー
の
設
計
者
と
し
て

も
知
ら
れ
る
早
稲
田
大
学
の
内
藤
多
仲
教
授

の
研
究
室
が
受
け
持
っ
た
。さ
ら
に
、
日
本
を

代
表
す
る
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
建
築
家
で
あ
る

今
井
兼
次
助
教
授
が
担
当
者
と
な
っ
て
最
終

的
な
設
計
を
完
成
さ
せ
、
当
時「
当
代
随
一
の

煉
瓦
積
み
の
名
手
」
と
名
高
か
っ
た
竹
田
米

吉
が
施
工
を
請
け
負
っ
た
。日
米
の
精
鋭
が

力
を
合
わ
せ
、
そ
の
建
築
技
術
と
ア
イ
デ
ア

を
結
集
さ
せ
た
一
大
事
業
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
ホ
ー
ル
建
築
の
た
め
の
資
金
は
、
事

業
に
賛
同
し
た
Ｊ
・
Ｅ
・
ス
コ
ッ
ト
夫
人
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
多
額
の
献
金
に
よ
っ
て
賄
わ
れ

た
。こ
の
寄
付
は
米
国
シ
カ
ゴ
最
大
の
百
貨

店
「
カ
ー
ソ
ン
・
ビ
リ
ー
・
ス
コ
ッ
ト
社
」
の

経
営
者
で
あ
っ
た
亡
き
夫
の
遺
志
を
受
け
継

い
だ
も
の
だ
と
い
う
。

　

か
く
し
て
赤
煉
瓦
造
り
ロ
マ
ネ
ス
ク
様
式

の
ホ
ー
ル
は
、
学
生
の
た
め
の
文
化
施
設
と

し
て
完
成
し
た
。

　

ス
コ
ッ
ト
ホ
ー
ル
の
名
は
、
ス
コ
ッ
ト
夫

妻
へ
の
メ
モ
リ
ア
ル
で
も
あ
る
。

歴
史
的
建
造
物
に
指
定
の

情
報
と
文
化
の
発
信
基
地

　

ホ
ー
ル
は
当
時
か
ら
礼
拝
堂
と
し
て
だ
け

で
な
く
、
集
会
や
催
し
物
の
会
場
に
使
わ
れ

る
な
ど
、
多
目
的
ホ
ー
ル
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
て
き
た
。そ
の
使
命
は
、
竣
工
か
ら
九

十
年
の
時
を
経
た
い
ま
も
変
わ
ら
ず
、
音
楽

コ
ン
サ
ー
ト
や
合
唱
団
の
練
習
、
映
画
上
映

会
や
結
婚
式
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
に
利

用
さ
れ
、
情
報
と
文
化
の
発
信
基
地
と
し
て

も
機
能
し
て
い
る
。

　

今
年
四
月
、
か
つ
て
ビ
リ
ヤ
ー
ド
ル
ー
ム

だ
っ
た
地
下
室
は
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
し
て
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
。絵
画
や
写
真
、
オ
ブ
ジ
ェ
な
ど

の
展
覧
会
を
は
じ
め
、
今
後
は
社
会
問
題
を

問
い
か
け
る
展
示
も
計
画
さ
れ
て
い
る
。

　

創
立
者
ベ
ニ
ン
ホ
フ
が
目
指
し
た
も
の
は

「
人
を
愛
し
人
に
仕
え
る
こ
と
の
で
き
る
人

間
、
広
く
国
際
的
視
野
に
立
つ
青
年
の
教
育
」

で
あ
っ
た
。

　

ホ
ー
ル
は
一
九
九
〇
年
に
東
京
都
の
「
歴

史
的
建
造
物
の
景
観
意
匠
保
存
」
の
指
定
を

受
け
、
二
〇
〇
八
年
に
は
早
稲
田
奉
仕
園
の

創
立
百
周
年
を
迎
え
た
。

　

そ
の
記
念
と
し
て
、
戦
時
中
に
削
り
取
ら

れ
て
い
た
ス
コ
ッ
ト
ホ
ー
ル
の
頭
文
字
「
Ｓ
」

を
か
た
ど
っ
た
エ
ン
ブ
レ
ム
が
復
活
。

　

ホ
ー
ル
正
面
玄
関
に
高
く
掲
げ
ら
れ
た
そ

の
エ
ン
ブ
レ
ム
が
、
世
紀
を
超
え
て「
時
代
と

歴
史
」を
見
守
り
つ
づ
け
て
い
る
。

Information
インフォメーション

スコットホール
● 所在地／東京都新宿区西早稲田2-3-1　財団法人　早稲田奉仕園 

● 問合せ先／03-3205-5411

● HP／http://www.hoshien.or.jp/

● 交通／東京メトロ東西線「早稲田駅」2番出口より徒歩5分

　　　　 東京メトロ副都心線「西早稲田駅」2番出口より徒歩8分

　　　　 JR山手線＆西武新宿線「高田馬場駅」早稲田口より徒歩20分

　　　　または都バス「学02早大正門行き」バス停「西早稲田」下車徒歩3分

※施設見学や利用については事前にお問合せください。

かつての撞球室はギャラリーとしてリニューアル

第 19回地球環境映像祭
アース・ビジョン大賞決定

アース・ビジョン大賞
稲作ユートピア
（タイ／2009／監督：ウルポン・ラクササド／122分）

自分の土地を差し押さえられ、同じ田んぼを一緒に耕すことになった２つの

家族が、例年通り稲作シーズンを乗り切ろうとする。世の中がどんなに発展

しても、国がどんなに経済的、政治的、社会的に変化していても、彼らはいま

だ幸福というイデオロギーを実感できずにいる。空腹でお腹が鳴り続けてい

るというのに、どうすればユートピアを夢みることができるのだろうか？

ウルポン・ラクササド監督
私は、映画制作と同じぐらいに農業に関心を抱いています。農業は、人
類の最も尊い職業のひとつではないかと思います。現代の農業は、土
地所有権をはじめとして、経済成長と国際競争に重点を置いた国家政
策にいたるまで、多様なレベルで問題に直面しています。これらは究極
的には何を目的としているのでしょう？今日のグローバル化の力が、我々
をどこへ連れていくのか、私には見えないのです。

審査委員特別賞
大地の女たち
（韓国／2009／監督：権 友情（クォン・ウジョン）／95分） 

大学在学中に友人となり、都会

育ちながら農村生活を選んだ3

人の女性の物語。農村での暮ら

しに夢を抱いて生活を始めたも

のの、現実の厳しさに直面する。

「農民」であると同時に「女性」と

して生きる、韓国社会では二重

の意味で顧みられる機会の少な

い存在である彼女たちの姿を1

年以上にわたり追ったドキュメン

タリー作品だ。

半世紀にわたり水俣病を研究し

てきた精神神経科医・原田正純

さんは、常に「現場」に足を運び、

患者の声に耳を傾けることで、水

俣病という全貌の見えない巨大

な敵と闘ってきた。水俣だけでな
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最終日には、アース・ビジョン大賞、審査委員特別賞、

グリーン・プレスクラブ賞が選ばれ、表彰されました。

アース・ビジョン地球環境映像祭　http://www.earth-vision.jp/
アトムリビンテックは「EARTH VISION」とアース・ビジョン組織委員会の活動を応援しています。

16

大阪会場 東京会場

ハンマー

1112

『2011春の新作発表会』レポート

ＨＲシステム  ソフトクローズタイプ
ＦＣ－２２２－Ｈ 

跳ね上がり抑制機構付き　
上部吊り車

ＫＶ５１　
ケースデッド鎌錠

デッドロックによって鎌の耐側圧性能が大幅に
アップしました（当社比）。スライドロックの搭載
により、引戸を開けた状態では鎌が出ない機構
となっています。デッドロックとスライドロックは
枠に当たると簡単に押し込まれ、傷を付けにくい
構造です。戸と枠の隙間をドライバー１本で調整
ができます。

引戸の閉まり際の動きを緩やかにして、静かに
ゆっくりと閉じる、アトムのソフトクローズ機能。
ソフトクローズ作動時にハンマーが引戸の上面
を抑え込み、戸の跳ね上がりを抑制します。ソフ
トクローズの動きの高級感をさらに高めたハイグ
レードな吊り車です。

ご来場の皆様には金具
仕様表や設計ガイドを
詳しくご紹介したカタロ
グ「アトムソフトクロー
ズシリーズ vol.2」を
お渡ししました。

　「
2
0
1
1
春
の
新
作
発
表
会
」に
ご
来
場
い
た
だ

き
、ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。今
回
は
未

曾
有
の
大
震
災
の
直
後
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、社
員
一

同
、従
来
と
は
違
う
意
味
を
持
っ
た
展
示
会
で
あ
る
と

い
う
共
通
認
識
の
も
と
、復
興
支
援
の
一
環
と
し
て
開

催
し
、お
か
げ
さ
ま
で
期
間
中
盛
況
を
続
け
、無
事
に
終

了
致
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
震
災
の
影
響
等
に
よ
り
、依
然
と
し
て
厳
し

い
市
況
環
境
が
続
い
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
な
か
、こ
こ
数
年
一
定
の
評
価
を
い
た
だ

い
て
い
る「
引
戸
ソ
フ
ト
ク
ロ
ー
ズ
」の
更
に
充
実
し
た

商
品
を
、市
場
に
先
行
し
た
か
た
ち
で
今
回
の
展
示
会

で
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。新
た
に「
跳
ね
上
が

り
抑
制
機
構
付
き
」、「
戸
先・戸
尻
両
側
ソ
フ
ト
ク
ロ
ー

ズ
」な
ど
お
客
様
の
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
応
じ
て
対

応
可
能
な
商
品
と
な
っ
て
お
り
、高
い
評
価
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。弊
社
と
し
ま
し
て
は
、お
客
様
か
ら
頂
戴
し

た
ご
意
見
や
ご
提
案
に
お
応
え
す
る
た
め
に
よ
り
一
層

力
を
入
れ
、商
品
開
発
に
臨
ん
で
参
り
ま
す
。

　
秋
に
は「
2
0
1
1
秋
の
内
覧
会
」も
控
え
て
お
り
、

今
後
と
も
皆
様
の
ご
期
待
に
添
え
ま
す
よ
う
、社
員
一

同
全
力
を
挙
げ
て
社
業
に
努
め
る
所
存
で
す
。何
と
ぞ

末
永
く
ご
愛
顧
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

特販事業部　係長　
矢島 吾郎

「
２
０
１
１
春
の
新
作
発
表
会
」を
終
え
て

アトムリビンテックはお客様からのさまざまなお声を、これからもひとつひとつかたちにしてまいります。
ご来場くださいましたお客様には心より感謝申し上げます。ありがとうございました。
＊製品についての詳細や資料請求は各ショールームまでお問い合わせください。

ＡＴＯＭ＋東海大学　
産学協同作品展

取材／新井 真紀子

ＡＦＤシステム  ソフトクローズタイプ
ＦＣ－２９００－Ｈ　

「野菜を子どもと一緒に育てたいけど畑
がないなあ」「採れたてのおいしい野菜
が食べたいなあ」。ＲＡＫＵＶＥＧＥはそ
んな要望に答えてくれる、土を使わずに
室内で簡単に野菜を育てることのでき
る室内プランターです。「見る」「育てる」
「食べる」という３つの楽しさとともに、
野菜のことを知っていく生活スタイルを
提案します。

棚を使う時に「上のものが取りにくい」と
いった悩みを、その場で手軽に解決する
ために生まれたのが「棚に備え付けられ
たステップ」という視点です。このステッ
プは棚を利用して成立するため低コス
ト。普段は隙間に収納しておけるため省
スペース。棚をもっと便利にする、一体型
のステップの提案です。

出かける際に、時計や携帯電話を忘れ
て、困った経験は誰にでもあるはずです。
朝の忙しい時間、いっぺんに身支度を整
えられたらいいのに・・・。どんなに忙しく
とも毎日必ず接するスイッチに着目し、ス
イッチボックスに小物収納機能をプラス
したのがこの「GADGETCH」です。見た
目と機能を両立させた、新しいスタイルの
スイッチボックスの提案です。

夜トイレに行きたくなった時など、ベッ
ドから移動する際に足もとに不安を感
じたことはないでしょうか。特にお年寄
りにとって、暗い寝室から目的の場所
への移動には危険を伴う場合がありま
す。そこで、楽にベッドから立ち上がる
ための支えとなり、足もとを適度な明
るさで照らすことのできる、手すりと一
体となったライトを提案します。

● 石渡 雅子 （いしわたり まさこ）
ＲＡＫＵＶＥＧＥ　―食育を助ける室内プランター―

● 安井 惇浩 （やすい あつひろ）
Ｒａｃｋ Ｓｔｅｐ　―棚をもっと、便利に―

● 佐々木 渉 （ささき わたる）
ＧＡＤＧＥＴＣＨ　―壁厚を利用した小物収納―

● 蛇田 江李 （へびた えり）
Ｌａｉｌｉｇｈｔ　―手すりと一体　足もとを照らしてくれるライト―

東京会場
同時開催 『住まいの安全、安心、快適提案』

eye

NEW

NEW

去る4月、大阪と東京でアトムリビンテック「2011春の新作発表会」を開催いたしました。
昨今の展示会での人気アイテムはなんといっても引戸ソフトクローズシリーズ。今回、上吊
り引戸ＨＲシステム・ＡＦＤシステムそれぞれに「跳ね上がり抑制機構付き上部吊り車」が
新登場いたしました。ほかにも省スペース用の狭い戸幅に対応したソフトクローズ・ショー
トタイプ、開戸から引戸へのリフォームに便利なアウトセット用ソフトクローズなど、使い
心地や機能の違いを実際にご体感いただきました。お客様のニーズに合わせて一層充実し
たアトムのソフトクローズシリーズに、どうぞご注目ください。
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等
に
よ
り
、依
然
と
し
て
厳
し

い
市
況
環
境
が
続
い
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
な
か
、こ
こ
数
年
一
定
の
評
価
を
い
た
だ

い
て
い
る「
引
戸
ソ
フ
ト
ク
ロ
ー
ズ
」の
更
に
充
実
し
た

商
品
を
、市
場
に
先
行
し
た
か
た
ち
で
今
回
の
展
示
会

で
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。新
た
に「
跳
ね
上
が

り
抑
制
機
構
付
き
」、「
戸
先・戸
尻
両
側
ソ
フ
ト
ク
ロ
ー

ズ
」な
ど
お
客
様
の
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
応
じ
て
対

応
可
能
な
商
品
と
な
っ
て
お
り
、高
い
評
価
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。弊
社
と
し
ま
し
て
は
、お
客
様
か
ら
頂
戴
し

た
ご
意
見
や
ご
提
案
に
お
応
え
す
る
た
め
に
よ
り
一
層

力
を
入
れ
、商
品
開
発
に
臨
ん
で
参
り
ま
す
。

　
秋
に
は「
2
0
1
1
秋
の
内
覧
会
」も
控
え
て
お
り
、

今
後
と
も
皆
様
の
ご
期
待
に
添
え
ま
す
よ
う
、社
員
一

同
全
力
を
挙
げ
て
社
業
に
努
め
る
所
存
で
す
。何
と
ぞ

末
永
く
ご
愛
顧
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

特販事業部　係長　
矢島 吾郎

「
２
０
１
１
春
の
新
作
発
表
会
」を
終
え
て

アトムリビンテックはお客様からのさまざまなお声を、これからもひとつひとつかたちにしてまいります。
ご来場くださいましたお客様には心より感謝申し上げます。ありがとうございました。
＊製品についての詳細や資料請求は各ショールームまでお問い合わせください。

ＡＴＯＭ＋東海大学　
産学協同作品展

取材／新井 真紀子

ＡＦＤシステム  ソフトクローズタイプ
ＦＣ－２９００－Ｈ　

「野菜を子どもと一緒に育てたいけど畑
がないなあ」「採れたてのおいしい野菜
が食べたいなあ」。ＲＡＫＵＶＥＧＥはそ
んな要望に答えてくれる、土を使わずに
室内で簡単に野菜を育てることのでき
る室内プランターです。「見る」「育てる」
「食べる」という３つの楽しさとともに、
野菜のことを知っていく生活スタイルを
提案します。

棚を使う時に「上のものが取りにくい」と
いった悩みを、その場で手軽に解決する
ために生まれたのが「棚に備え付けられ
たステップ」という視点です。このステッ
プは棚を利用して成立するため低コス
ト。普段は隙間に収納しておけるため省
スペース。棚をもっと便利にする、一体型
のステップの提案です。

出かける際に、時計や携帯電話を忘れ
て、困った経験は誰にでもあるはずです。
朝の忙しい時間、いっぺんに身支度を整
えられたらいいのに・・・。どんなに忙しく
とも毎日必ず接するスイッチに着目し、ス
イッチボックスに小物収納機能をプラス
したのがこの「GADGETCH」です。見た
目と機能を両立させた、新しいスタイルの
スイッチボックスの提案です。

夜トイレに行きたくなった時など、ベッ
ドから移動する際に足もとに不安を感
じたことはないでしょうか。特にお年寄
りにとって、暗い寝室から目的の場所
への移動には危険を伴う場合がありま
す。そこで、楽にベッドから立ち上がる
ための支えとなり、足もとを適度な明
るさで照らすことのできる、手すりと一
体となったライトを提案します。

● 石渡 雅子 （いしわたり まさこ）
ＲＡＫＵＶＥＧＥ　―食育を助ける室内プランター―

● 安井 惇浩 （やすい あつひろ）
Ｒａｃｋ Ｓｔｅｐ　―棚をもっと、便利に―

● 佐々木 渉 （ささき わたる）
ＧＡＤＧＥＴＣＨ　―壁厚を利用した小物収納―

● 蛇田 江李 （へびた えり）
Ｌａｉｌｉｇｈｔ　―手すりと一体　足もとを照らしてくれるライト―

東京会場
同時開催 『住まいの安全、安心、快適提案』

eye

NEW

NEW

去る4月、大阪と東京でアトムリビンテック「2011春の新作発表会」を開催いたしました。
昨今の展示会での人気アイテムはなんといっても引戸ソフトクローズシリーズ。今回、上吊
り引戸ＨＲシステム・ＡＦＤシステムそれぞれに「跳ね上がり抑制機構付き上部吊り車」が
新登場いたしました。ほかにも省スペース用の狭い戸幅に対応したソフトクローズ・ショー
トタイプ、開戸から引戸へのリフォームに便利なアウトセット用ソフトクローズなど、使い
心地や機能の違いを実際にご体感いただきました。お客様のニーズに合わせて一層充実し
たアトムのソフトクローズシリーズに、どうぞご注目ください。

大阪会場 東京会場

ハンマー
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『2011春の新作発表会』レポート

ＨＲシステム  ソフトクローズタイプ
ＦＣ－２２２－Ｈ 
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お渡ししました。
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2
0
1
1
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新
作
発
表
会
」に
ご
来
場
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た
だ
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に
あ
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と
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ざ
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ま
し
た
。今
回
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の
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と
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員
一
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違
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あ
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、復
興
支
援
の
一
環
と
し
て
開

催
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、お
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げ
さ
ま
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期
間
中
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を
続
け
、無
事
に
終

了
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こ
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で
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ま
し
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。
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ための支えとなり、足もとを適度な明
るさで照らすことのできる、手すりと一
体となったライトを提案します。
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同時開催 『住まいの安全、安心、快適提案』

eye

NEW

NEW

去る4月、大阪と東京でアトムリビンテック「2011春の新作発表会」を開催いたしました。
昨今の展示会での人気アイテムはなんといっても引戸ソフトクローズシリーズ。今回、上吊
り引戸ＨＲシステム・ＡＦＤシステムそれぞれに「跳ね上がり抑制機構付き上部吊り車」が
新登場いたしました。ほかにも省スペース用の狭い戸幅に対応したソフトクローズ・ショー
トタイプ、開戸から引戸へのリフォームに便利なアウトセット用ソフトクローズなど、使い
心地や機能の違いを実際にご体感いただきました。お客様のニーズに合わせて一層充実し
たアトムのソフトクローズシリーズに、どうぞご注目ください。

チェルシーフラワーショー「風を見る庭」。
作品を通して、日本人の持つ美意識が高く評価された

アトムＣＳタワーの屋上では、
葉っぱを使った万華鏡や
土ボールなど、遊びを通して
自然環境を学ぶプログラムを
開発中
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矢野TEA（やの てぃー）

1994年　
「森の標本箱」出版（小学館）

2003年　
英国ウェールズ ペナンス  
ワシントンギャラリーにて個展   
無印良品有楽町店にて個展

2004年　
英国王立園芸協会チェルシー
フラワーショー　
● ベストシティーガーデン賞　

2007年　
第１回キッズデザインアワード　
● 金賞（エコデザイン賞　経済産業大臣賞）受賞　

2011年　
植物と遊ぶ感性教育「Little Apple」出版準備中　

ガ
ー
デ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー

矢
野
Ｔ
Ｅ
Ａ
さ
ん

し
て
き
た
コ
ト
、し
た
い
コ
ト
、こ
ん
な
コ
ト

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
自
然
環
境
学
習
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
、

ガ
ー
デ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
フ
ォ
レ
ス
ト
・
フ
ァ
ー
ム
代
表
な
ど

自
然
と
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
コ
ン
セ
プ
ト
に

多
彩
な
活
動
を
続
け
て
い
る
矢
野
Ｔ
Ｅ
Ａ
さ
ん
。

矢
野
さ
ん
と
自
然
と
の
素
敵
な
関
係
が
知
り
た
く
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

自
然
と
仲
良
く
な
る
方
法
を

伝
え
た
い
と
思
っ
た
ん
で
す

川
村
　
　
矢
野
さ
ん
は
、
元
々
は
広
告
代
理

店
で
活
躍
さ
れ
て
い
て
、
ガ
ー
デ
ン
関
係
の

事
を
始
め
た
の
は…

…

。

矢
野
　
　
色
々
あ
っ
て
郷
里
の
宮
城
に

帰
っ
て
仕
事
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が

き
っ
か
け
で
す
。で
も
、
帰
っ
て
み
て
気
づ

い
た
の
は
、
東
京
と
地
方
と
の
自
然
に
対
す

る
向
き
合
い
方
の
違
い
。東
京
だ
と
、
地
方

で
は
当
た
り
前
の
よ
う
に
あ
る
石
や
木
が

何
百
円
と
か
で
売
ら
れ
て
い
ま
す
。　　
　

川
村
　
　
あ
あ
、
あ
り
ま
す
よ
ね
、
そ
う
い

う
イ
ン
テ
リ
ア
小
物
。

矢
野
　
　
だ
け
ど
、
東
北
に
は
ま
だ
手
付
か

ず
の
自
然
が
い
っ
ぱ
い
残
っ
て
る
。そ
ん
な

物
を
売
っ
た
り
買
っ
た
り
、
な
ん
て
感
覚
は

な
い
で
す
よ
。自
然
の
中
で
遊
べ
ば
食
べ
る

物
も
お
い
し
く
感
じ
る
し
、
新
鮮
な
空
気
も

ご
ち
そ
う
。地
方
で
は
当
た
り
前
の
事
な
ん

だ
け
れ
ど
。

川
村
　
　
当
た
り
前
す
ぎ
て
気
づ
か
な
い
。

矢
野
　
　
自
然
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

す
る
こ
と
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
欲
し
く
て
。

私
が
で
き
る
範
囲
の
事
を
や
ろ
う
と
思
っ

た
ん
で
す
。そ
れ
で
、「
自
然
と
仲
良
く
な
れ

る
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
っ
て
い
こ

う
！
」っ
て
い
う
の
が
初
期
の
段
階
。

川
村
　
　
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
ど
う
や
っ
て
？

矢
野
　
　
自
分
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し

て
、
里
山
を
ベ
ー
ス
に
し
て
自
然
と
仲
良
く

し
て
い
こ
う
っ
て
い
う
の
を
キ
ャ
ン
プ
ス

タ
イ
ル
で
や
っ
て
い
ま
し
た
。

川
村
　
　
自
然
の
中
で
生
活
を
し
て
み
る

の
っ
て
、
な
ん
か
都
会
で
は
得
ら
れ
な
い
よ

う
な
楽
し
さ
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。

矢
野
　
　
そ
う
そ
う
。で
、
そ
う
い
う
の
を

感
じ
て
も
ら
え
れ
ば
よ
か
っ
た
ん
で
す
け

れ
ど
、
里
山
で…

…

と
な
る
と
、
年
に
１
回

か
２
回
し
か
体
験
で
き
な
い
。植
林
に
行
く

と
か
い
う
の
は
、
自
然
と
友
達
に
な
る
い
い

キ
ー
ワ
ー
ド
に
は
な
る
ん
だ
け
れ
ど
。

川
村
　
　
都
会
に
帰
る
と
ま
た
普
通
の
生

活
に
戻
っ
て
し
ま
う
。

矢
野
　
　
そ
う
。で
も
、
街
中
で
作
る
小
さ

な
自
然
と
大
自
然
は
、
実
は
地
球
と
い
う
空

間
で
つ
な
が
っ
て
い
る
ん
で
す
。そ
れ
を
伝

え
た
く
て
始
め
た
の
が
「
街
で
エ
コ
ツ

ア
ー
」。創
造
力
と
感
性
を
育
て
る
森
の
学

校
で
す
。思
考
力
を
高
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

五
感
を
使
っ
て
自
然
を
観
察
す
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
、
街
な
か
で
遊
ん
だ
思
い
出
を
カ
タ
チ

に
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
。そ
う
い
っ
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
ア
ト
ム
Ｃ
Ｓ
タ
ワ
ー
の
屋
上
で
開

発
し
て
い
る
ん
で
す
。

日
本
人
の
美
意
識
を
表
現
し
た

英
国
で
の
ガ
ー
デ
ン
シ
ョ
ー
の

受
賞
が
自
信
に
つ
な
が
り
ま
し
た

川
村
　
　
そ
う
や
っ
て
、
自
然
と
日
常
生
活

と
の
橋
渡
し
み
た
い
な
こ
と
を
さ
れ
て
い

る
矢
野
さ
ん
で
す
が
、
２
０
０
４
年
に
は
英

国
王
立
園
芸
協
会
開
催
の
チ
ェ
ル
シ
ー
フ

ラ
ワ
ー
シ
ョ
ー
に
出
展
な
さ
り
、
ベ
ス
ト
シ

テ
ィ
ー
ガ
ー
デ
ン
賞
を
見
事
、
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

矢
野
　
　
50
歳
を
過
ぎ
た
ら
庭
師
さ
ん
に

な
り
た
い
と
思
っ
て
い
て
。１
０
０
年
以
上

前
、
徳
川
慶
喜
が
パ
リ
の
万
博
に
ブ
ー
ス
を

出
し
て
、
日
本
の
庭
園
と
か
造
園
を
出
品
し

た
時
、
と
て
も
好
評
を
博
し
て
日
本
の
庭
の

文
化
と
か
を
大
量
に
輸
出
し
た
ん
で
す
。そ

う
い
う
の
に
興
味
も
あ
っ
た
の
で
英
国
で

ス
タ
ー
ト
を
切
る
事
に
し
ま
し
た
。

川
村
　
　
こ
こ
に
写
真
が
あ
り
ま
す
が
。

矢
野
　
　「
風
を
見
る
庭
」
と
い
う
の
が
コ

ン
セ
プ
ト
で
、
こ
の
庭
で
風
を
見
た
り
、
五

感
で
感
じ
た
り
で
き
る
よ
う
、
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
村
　
　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
言
え
ば
金
メ

ダ
ル
受
賞
。ご
感
想
は
？

矢
野
　
　
夢
の
よ
う
な
感
覚
で
し
た
ね
。

新
し
い
夢
が
膨
ら
み
始
め
て…

…

川
村
　
　
矢
野
さ
ん
は
、
本
当
に
色
々
な
活

動
を
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
が
、
今
、
ま
た
新

し
い
企
て
を
な
さ
っ
て
い
る
と
か
。

矢
野
　
　
企
て
だ
な
ん
て
（
笑
）。５
ｆ
＋
っ

て
い
う
ユ
ニ
ッ
ト
を
結
成
し
た
ん
で
す
。

川
村
　
　
フ
ァ
イ
ブ
・
エ
フ
・
プ
ラ
ス
？

矢
野
　
　
フ
ァ
イ
ン
、
フ
ァ
ニ
チ
ャ
ー
、

フ
ォ
レ
ス
ト
な
ど
、ｆ
を
持
っ
た
５
人
の
表

現
者
が
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
な
が
ら
、
新

し
い
住
空
間
を
創
造
し
て
い
く
と
い
う

…
…

。今
ま
で
に
な
か
っ
た
商
品
づ
く
り
を

や
っ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

川
村
　
　
さ
っ
そ
く
、
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
！

聞き手・文／川村千織　撮影／大屋徳亮
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『2011春の新作発表会』レポート

ＨＲシステム  ソフトクローズタイプ
ＦＣ－２２２－Ｈ 

跳ね上がり抑制機構付き　
上部吊り車

ＫＶ５１　
ケースデッド鎌錠

デッドロックによって鎌の耐側圧性能が大幅に
アップしました（当社比）。スライドロックの搭載
により、引戸を開けた状態では鎌が出ない機構
となっています。デッドロックとスライドロックは
枠に当たると簡単に押し込まれ、傷を付けにくい
構造です。戸と枠の隙間をドライバー１本で調整
ができます。

引戸の閉まり際の動きを緩やかにして、静かに
ゆっくりと閉じる、アトムのソフトクローズ機能。
ソフトクローズ作動時にハンマーが引戸の上面
を抑え込み、戸の跳ね上がりを抑制します。ソフ
トクローズの動きの高級感をさらに高めたハイグ
レードな吊り車です。

ご来場の皆様には金具
仕様表や設計ガイドを
詳しくご紹介したカタロ
グ「アトムソフトクロー
ズシリーズ vol.2」を
お渡ししました。

　「
2
0
1
1
春
の
新
作
発
表
会
」に
ご
来
場
い
た
だ

き
、ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。今
回
は
未

曾
有
の
大
震
災
の
直
後
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、社
員
一

同
、従
来
と
は
違
う
意
味
を
持
っ
た
展
示
会
で
あ
る
と

い
う
共
通
認
識
の
も
と
、復
興
支
援
の
一
環
と
し
て
開

催
し
、お
か
げ
さ
ま
で
期
間
中
盛
況
を
続
け
、無
事
に
終

了
致
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
震
災
の
影
響
等
に
よ
り
、依
然
と
し
て
厳
し

い
市
況
環
境
が
続
い
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
な
か
、こ
こ
数
年
一
定
の
評
価
を
い
た
だ

い
て
い
る「
引
戸
ソ
フ
ト
ク
ロ
ー
ズ
」の
更
に
充
実
し
た

商
品
を
、市
場
に
先
行
し
た
か
た
ち
で
今
回
の
展
示
会

で
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。新
た
に「
跳
ね
上
が

り
抑
制
機
構
付
き
」、「
戸
先・戸
尻
両
側
ソ
フ
ト
ク
ロ
ー

ズ
」な
ど
お
客
様
の
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
応
じ
て
対

応
可
能
な
商
品
と
な
っ
て
お
り
、高
い
評
価
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。弊
社
と
し
ま
し
て
は
、お
客
様
か
ら
頂
戴
し

た
ご
意
見
や
ご
提
案
に
お
応
え
す
る
た
め
に
よ
り
一
層

力
を
入
れ
、商
品
開
発
に
臨
ん
で
参
り
ま
す
。

　
秋
に
は「
2
0
1
1
秋
の
内
覧
会
」も
控
え
て
お
り
、

今
後
と
も
皆
様
の
ご
期
待
に
添
え
ま
す
よ
う
、社
員
一

同
全
力
を
挙
げ
て
社
業
に
努
め
る
所
存
で
す
。何
と
ぞ

末
永
く
ご
愛
顧
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

特販事業部　係長　
矢島 吾郎

「
２
０
１
１
春
の
新
作
発
表
会
」を
終
え
て

アトムリビンテックはお客様からのさまざまなお声を、これからもひとつひとつかたちにしてまいります。
ご来場くださいましたお客様には心より感謝申し上げます。ありがとうございました。
＊製品についての詳細や資料請求は各ショールームまでお問い合わせください。

ＡＴＯＭ＋東海大学　
産学協同作品展

取材／新井 真紀子

ＡＦＤシステム  ソフトクローズタイプ
ＦＣ－２９００－Ｈ　

「野菜を子どもと一緒に育てたいけど畑
がないなあ」「採れたてのおいしい野菜
が食べたいなあ」。ＲＡＫＵＶＥＧＥはそ
んな要望に答えてくれる、土を使わずに
室内で簡単に野菜を育てることのでき
る室内プランターです。「見る」「育てる」
「食べる」という３つの楽しさとともに、
野菜のことを知っていく生活スタイルを
提案します。

棚を使う時に「上のものが取りにくい」と
いった悩みを、その場で手軽に解決する
ために生まれたのが「棚に備え付けられ
たステップ」という視点です。このステッ
プは棚を利用して成立するため低コス
ト。普段は隙間に収納しておけるため省
スペース。棚をもっと便利にする、一体型
のステップの提案です。

出かける際に、時計や携帯電話を忘れ
て、困った経験は誰にでもあるはずです。
朝の忙しい時間、いっぺんに身支度を整
えられたらいいのに・・・。どんなに忙しく
とも毎日必ず接するスイッチに着目し、ス
イッチボックスに小物収納機能をプラス
したのがこの「GADGETCH」です。見た
目と機能を両立させた、新しいスタイルの
スイッチボックスの提案です。

夜トイレに行きたくなった時など、ベッ
ドから移動する際に足もとに不安を感
じたことはないでしょうか。特にお年寄
りにとって、暗い寝室から目的の場所
への移動には危険を伴う場合がありま
す。そこで、楽にベッドから立ち上がる
ための支えとなり、足もとを適度な明
るさで照らすことのできる、手すりと一
体となったライトを提案します。

● 石渡 雅子 （いしわたり まさこ）
ＲＡＫＵＶＥＧＥ　―食育を助ける室内プランター―

● 安井 惇浩 （やすい あつひろ）
Ｒａｃｋ Ｓｔｅｐ　―棚をもっと、便利に―

● 佐々木 渉 （ささき わたる）
ＧＡＤＧＥＴＣＨ　―壁厚を利用した小物収納―

● 蛇田 江李 （へびた えり）
Ｌａｉｌｉｇｈｔ　―手すりと一体　足もとを照らしてくれるライト―

東京会場
同時開催 『住まいの安全、安心、快適提案』

eye

NEW

NEW

去る4月、大阪と東京でアトムリビンテック「2011春の新作発表会」を開催いたしました。
昨今の展示会での人気アイテムはなんといっても引戸ソフトクローズシリーズ。今回、上吊
り引戸ＨＲシステム・ＡＦＤシステムそれぞれに「跳ね上がり抑制機構付き上部吊り車」が
新登場いたしました。ほかにも省スペース用の狭い戸幅に対応したソフトクローズ・ショー
トタイプ、開戸から引戸へのリフォームに便利なアウトセット用ソフトクローズなど、使い
心地や機能の違いを実際にご体感いただきました。お客様のニーズに合わせて一層充実し
たアトムのソフトクローズシリーズに、どうぞご注目ください。

チェルシーフラワーショー「風を見る庭」。
作品を通して、日本人の持つ美意識が高く評価された

アトムＣＳタワーの屋上では、
葉っぱを使った万華鏡や
土ボールなど、遊びを通して
自然環境を学ぶプログラムを
開発中

1314

矢野TEA（やの てぃー）

1994年　
「森の標本箱」出版（小学館）

2003年　
英国ウェールズ ペナンス  
ワシントンギャラリーにて個展   
無印良品有楽町店にて個展

2004年　
英国王立園芸協会チェルシー
フラワーショー　
● ベストシティーガーデン賞　

2007年　
第１回キッズデザインアワード　
● 金賞（エコデザイン賞　経済産業大臣賞）受賞　

2011年　
植物と遊ぶ感性教育「Little Apple」出版準備中　

ガ
ー
デ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー

矢
野
Ｔ
Ｅ
Ａ
さ
ん

し
て
き
た
コ
ト
、し
た
い
コ
ト
、こ
ん
な
コ
ト

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
自
然
環
境
学
習
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
、

ガ
ー
デ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
フ
ォ
レ
ス
ト
・
フ
ァ
ー
ム
代
表
な
ど

自
然
と
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
コ
ン
セ
プ
ト
に

多
彩
な
活
動
を
続
け
て
い
る
矢
野
Ｔ
Ｅ
Ａ
さ
ん
。

矢
野
さ
ん
と
自
然
と
の
素
敵
な
関
係
が
知
り
た
く
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

自
然
と
仲
良
く
な
る
方
法
を

伝
え
た
い
と
思
っ
た
ん
で
す

川
村
　
　
矢
野
さ
ん
は
、
元
々
は
広
告
代
理

店
で
活
躍
さ
れ
て
い
て
、
ガ
ー
デ
ン
関
係
の

事
を
始
め
た
の
は…

…

。

矢
野
　
　
色
々
あ
っ
て
郷
里
の
宮
城
に

帰
っ
て
仕
事
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が

き
っ
か
け
で
す
。で
も
、
帰
っ
て
み
て
気
づ

い
た
の
は
、
東
京
と
地
方
と
の
自
然
に
対
す

る
向
き
合
い
方
の
違
い
。東
京
だ
と
、
地
方

で
は
当
た
り
前
の
よ
う
に
あ
る
石
や
木
が

何
百
円
と
か
で
売
ら
れ
て
い
ま
す
。　　
　

川
村
　
　
あ
あ
、
あ
り
ま
す
よ
ね
、
そ
う
い

う
イ
ン
テ
リ
ア
小
物
。

矢
野
　
　
だ
け
ど
、
東
北
に
は
ま
だ
手
付
か

ず
の
自
然
が
い
っ
ぱ
い
残
っ
て
る
。そ
ん
な

物
を
売
っ
た
り
買
っ
た
り
、
な
ん
て
感
覚
は

な
い
で
す
よ
。自
然
の
中
で
遊
べ
ば
食
べ
る

物
も
お
い
し
く
感
じ
る
し
、
新
鮮
な
空
気
も

ご
ち
そ
う
。地
方
で
は
当
た
り
前
の
事
な
ん

だ
け
れ
ど
。

川
村
　
　
当
た
り
前
す
ぎ
て
気
づ
か
な
い
。

矢
野
　
　
自
然
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

す
る
こ
と
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
欲
し
く
て
。

私
が
で
き
る
範
囲
の
事
を
や
ろ
う
と
思
っ

た
ん
で
す
。そ
れ
で
、「
自
然
と
仲
良
く
な
れ

る
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
っ
て
い
こ

う
！
」っ
て
い
う
の
が
初
期
の
段
階
。

川
村
　
　
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
ど
う
や
っ
て
？

矢
野
　
　
自
分
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し

て
、
里
山
を
ベ
ー
ス
に
し
て
自
然
と
仲
良
く

し
て
い
こ
う
っ
て
い
う
の
を
キ
ャ
ン
プ
ス

タ
イ
ル
で
や
っ
て
い
ま
し
た
。

川
村
　
　
自
然
の
中
で
生
活
を
し
て
み
る

の
っ
て
、
な
ん
か
都
会
で
は
得
ら
れ
な
い
よ

う
な
楽
し
さ
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。

矢
野
　
　
そ
う
そ
う
。で
、
そ
う
い
う
の
を

感
じ
て
も
ら
え
れ
ば
よ
か
っ
た
ん
で
す
け

れ
ど
、
里
山
で…

…

と
な
る
と
、
年
に
１
回

か
２
回
し
か
体
験
で
き
な
い
。植
林
に
行
く

と
か
い
う
の
は
、
自
然
と
友
達
に
な
る
い
い

キ
ー
ワ
ー
ド
に
は
な
る
ん
だ
け
れ
ど
。

川
村
　
　
都
会
に
帰
る
と
ま
た
普
通
の
生

活
に
戻
っ
て
し
ま
う
。

矢
野
　
　
そ
う
。で
も
、
街
中
で
作
る
小
さ

な
自
然
と
大
自
然
は
、
実
は
地
球
と
い
う
空

間
で
つ
な
が
っ
て
い
る
ん
で
す
。そ
れ
を
伝

え
た
く
て
始
め
た
の
が
「
街
で
エ
コ
ツ

ア
ー
」。創
造
力
と
感
性
を
育
て
る
森
の
学

校
で
す
。思
考
力
を
高
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

五
感
を
使
っ
て
自
然
を
観
察
す
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
、
街
な
か
で
遊
ん
だ
思
い
出
を
カ
タ
チ

に
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
。そ
う
い
っ
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
ア
ト
ム
Ｃ
Ｓ
タ
ワ
ー
の
屋
上
で
開

発
し
て
い
る
ん
で
す
。

日
本
人
の
美
意
識
を
表
現
し
た

英
国
で
の
ガ
ー
デ
ン
シ
ョ
ー
の

受
賞
が
自
信
に
つ
な
が
り
ま
し
た

川
村
　
　
そ
う
や
っ
て
、
自
然
と
日
常
生
活

と
の
橋
渡
し
み
た
い
な
こ
と
を
さ
れ
て
い

る
矢
野
さ
ん
で
す
が
、
２
０
０
４
年
に
は
英

国
王
立
園
芸
協
会
開
催
の
チ
ェ
ル
シ
ー
フ

ラ
ワ
ー
シ
ョ
ー
に
出
展
な
さ
り
、
ベ
ス
ト
シ

テ
ィ
ー
ガ
ー
デ
ン
賞
を
見
事
、
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

矢
野
　
　
50
歳
を
過
ぎ
た
ら
庭
師
さ
ん
に

な
り
た
い
と
思
っ
て
い
て
。１
０
０
年
以
上

前
、
徳
川
慶
喜
が
パ
リ
の
万
博
に
ブ
ー
ス
を

出
し
て
、
日
本
の
庭
園
と
か
造
園
を
出
品
し

た
時
、
と
て
も
好
評
を
博
し
て
日
本
の
庭
の

文
化
と
か
を
大
量
に
輸
出
し
た
ん
で
す
。そ

う
い
う
の
に
興
味
も
あ
っ
た
の
で
英
国
で

ス
タ
ー
ト
を
切
る
事
に
し
ま
し
た
。

川
村
　
　
こ
こ
に
写
真
が
あ
り
ま
す
が
。

矢
野
　
　「
風
を
見
る
庭
」
と
い
う
の
が
コ

ン
セ
プ
ト
で
、
こ
の
庭
で
風
を
見
た
り
、
五

感
で
感
じ
た
り
で
き
る
よ
う
、
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
村
　
　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
言
え
ば
金
メ

ダ
ル
受
賞
。ご
感
想
は
？

矢
野
　
　
夢
の
よ
う
な
感
覚
で
し
た
ね
。

新
し
い
夢
が
膨
ら
み
始
め
て…

…

川
村
　
　
矢
野
さ
ん
は
、
本
当
に
色
々
な
活

動
を
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
が
、
今
、
ま
た
新

し
い
企
て
を
な
さ
っ
て
い
る
と
か
。

矢
野
　
　
企
て
だ
な
ん
て
（
笑
）。５
ｆ
＋
っ

て
い
う
ユ
ニ
ッ
ト
を
結
成
し
た
ん
で
す
。

川
村
　
　
フ
ァ
イ
ブ
・
エ
フ
・
プ
ラ
ス
？

矢
野
　
　
フ
ァ
イ
ン
、
フ
ァ
ニ
チ
ャ
ー
、

フ
ォ
レ
ス
ト
な
ど
、ｆ
を
持
っ
た
５
人
の
表

現
者
が
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
な
が
ら
、
新

し
い
住
空
間
を
創
造
し
て
い
く
と
い
う

…
…

。今
ま
で
に
な
か
っ
た
商
品
づ
く
り
を

や
っ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

川
村
　
　
さ
っ
そ
く
、
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
！
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チェルシーフラワーショー「風を見る庭」。
作品を通して、日本人の持つ美意識が高く評価された

アトムＣＳタワーの屋上では、
葉っぱを使った万華鏡や
土ボールなど、遊びを通して
自然環境を学ぶプログラムを
開発中

1314

矢野TEA（やの てぃー）

1994年　
「森の標本箱」出版（小学館）

2003年　
英国ウェールズ ペナンス  
ワシントンギャラリーにて個展   
無印良品有楽町店にて個展

2004年　
英国王立園芸協会チェルシー
フラワーショー　
● ベストシティーガーデン賞　

2007年　
第１回キッズデザインアワード　
● 金賞（エコデザイン賞　経済産業大臣賞）受賞　

2011年　
植物と遊ぶ感性教育「Little Apple」出版準備中　

ガ
ー
デ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー

矢
野
Ｔ
Ｅ
Ａ
さ
ん

し
て
き
た
コ
ト
、し
た
い
コ
ト
、こ
ん
な
コ
ト

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
自
然
環
境
学
習
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
、

ガ
ー
デ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
フ
ォ
レ
ス
ト
・
フ
ァ
ー
ム
代
表
な
ど

自
然
と
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
コ
ン
セ
プ
ト
に

多
彩
な
活
動
を
続
け
て
い
る
矢
野
Ｔ
Ｅ
Ａ
さ
ん
。

矢
野
さ
ん
と
自
然
と
の
素
敵
な
関
係
が
知
り
た
く
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

自
然
と
仲
良
く
な
る
方
法
を

伝
え
た
い
と
思
っ
た
ん
で
す

川
村
　
　
矢
野
さ
ん
は
、
元
々
は
広
告
代
理

店
で
活
躍
さ
れ
て
い
て
、
ガ
ー
デ
ン
関
係
の

事
を
始
め
た
の
は…

…

。

矢
野
　
　
色
々
あ
っ
て
郷
里
の
宮
城
に

帰
っ
て
仕
事
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が

き
っ
か
け
で
す
。で
も
、
帰
っ
て
み
て
気
づ

い
た
の
は
、
東
京
と
地
方
と
の
自
然
に
対
す

る
向
き
合
い
方
の
違
い
。東
京
だ
と
、
地
方

で
は
当
た
り
前
の
よ
う
に
あ
る
石
や
木
が

何
百
円
と
か
で
売
ら
れ
て
い
ま
す
。　　
　

川
村
　
　
あ
あ
、
あ
り
ま
す
よ
ね
、
そ
う
い

う
イ
ン
テ
リ
ア
小
物
。

矢
野
　
　
だ
け
ど
、
東
北
に
は
ま
だ
手
付
か

ず
の
自
然
が
い
っ
ぱ
い
残
っ
て
る
。そ
ん
な

物
を
売
っ
た
り
買
っ
た
り
、
な
ん
て
感
覚
は

な
い
で
す
よ
。自
然
の
中
で
遊
べ
ば
食
べ
る

物
も
お
い
し
く
感
じ
る
し
、
新
鮮
な
空
気
も

ご
ち
そ
う
。地
方
で
は
当
た
り
前
の
事
な
ん

だ
け
れ
ど
。

川
村
　
　
当
た
り
前
す
ぎ
て
気
づ
か
な
い
。

矢
野
　
　
自
然
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

す
る
こ
と
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
欲
し
く
て
。

私
が
で
き
る
範
囲
の
事
を
や
ろ
う
と
思
っ

た
ん
で
す
。そ
れ
で
、「
自
然
と
仲
良
く
な
れ

る
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
っ
て
い
こ

う
！
」っ
て
い
う
の
が
初
期
の
段
階
。

川
村
　
　
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
ど
う
や
っ
て
？

矢
野
　
　
自
分
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し

て
、
里
山
を
ベ
ー
ス
に
し
て
自
然
と
仲
良
く

し
て
い
こ
う
っ
て
い
う
の
を
キ
ャ
ン
プ
ス

タ
イ
ル
で
や
っ
て
い
ま
し
た
。

川
村
　
　
自
然
の
中
で
生
活
を
し
て
み
る

の
っ
て
、
な
ん
か
都
会
で
は
得
ら
れ
な
い
よ

う
な
楽
し
さ
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。

矢
野
　
　
そ
う
そ
う
。で
、
そ
う
い
う
の
を

感
じ
て
も
ら
え
れ
ば
よ
か
っ
た
ん
で
す
け

れ
ど
、
里
山
で…

…

と
な
る
と
、
年
に
１
回

か
２
回
し
か
体
験
で
き
な
い
。植
林
に
行
く

と
か
い
う
の
は
、
自
然
と
友
達
に
な
る
い
い

キ
ー
ワ
ー
ド
に
は
な
る
ん
だ
け
れ
ど
。

川
村
　
　
都
会
に
帰
る
と
ま
た
普
通
の
生

活
に
戻
っ
て
し
ま
う
。

矢
野
　
　
そ
う
。で
も
、
街
中
で
作
る
小
さ

な
自
然
と
大
自
然
は
、
実
は
地
球
と
い
う
空

間
で
つ
な
が
っ
て
い
る
ん
で
す
。そ
れ
を
伝

え
た
く
て
始
め
た
の
が
「
街
で
エ
コ
ツ

ア
ー
」。創
造
力
と
感
性
を
育
て
る
森
の
学

校
で
す
。思
考
力
を
高
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

五
感
を
使
っ
て
自
然
を
観
察
す
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
、
街
な
か
で
遊
ん
だ
思
い
出
を
カ
タ
チ

に
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
。そ
う
い
っ
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
ア
ト
ム
Ｃ
Ｓ
タ
ワ
ー
の
屋
上
で
開

発
し
て
い
る
ん
で
す
。

日
本
人
の
美
意
識
を
表
現
し
た

英
国
で
の
ガ
ー
デ
ン
シ
ョ
ー
の

受
賞
が
自
信
に
つ
な
が
り
ま
し
た

川
村
　
　
そ
う
や
っ
て
、
自
然
と
日
常
生
活

と
の
橋
渡
し
み
た
い
な
こ
と
を
さ
れ
て
い

る
矢
野
さ
ん
で
す
が
、
２
０
０
４
年
に
は
英

国
王
立
園
芸
協
会
開
催
の
チ
ェ
ル
シ
ー
フ

ラ
ワ
ー
シ
ョ
ー
に
出
展
な
さ
り
、
ベ
ス
ト
シ

テ
ィ
ー
ガ
ー
デ
ン
賞
を
見
事
、
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

矢
野
　
　
50
歳
を
過
ぎ
た
ら
庭
師
さ
ん
に

な
り
た
い
と
思
っ
て
い
て
。１
０
０
年
以
上

前
、
徳
川
慶
喜
が
パ
リ
の
万
博
に
ブ
ー
ス
を

出
し
て
、
日
本
の
庭
園
と
か
造
園
を
出
品
し

た
時
、
と
て
も
好
評
を
博
し
て
日
本
の
庭
の

文
化
と
か
を
大
量
に
輸
出
し
た
ん
で
す
。そ

う
い
う
の
に
興
味
も
あ
っ
た
の
で
英
国
で

ス
タ
ー
ト
を
切
る
事
に
し
ま
し
た
。

川
村
　
　
こ
こ
に
写
真
が
あ
り
ま
す
が
。

矢
野
　
　「
風
を
見
る
庭
」
と
い
う
の
が
コ

ン
セ
プ
ト
で
、
こ
の
庭
で
風
を
見
た
り
、
五

感
で
感
じ
た
り
で
き
る
よ
う
、
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
村
　
　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
言
え
ば
金
メ

ダ
ル
受
賞
。ご
感
想
は
？

矢
野
　
　
夢
の
よ
う
な
感
覚
で
し
た
ね
。

新
し
い
夢
が
膨
ら
み
始
め
て…

…

川
村
　
　
矢
野
さ
ん
は
、
本
当
に
色
々
な
活

動
を
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
が
、
今
、
ま
た
新

し
い
企
て
を
な
さ
っ
て
い
る
と
か
。

矢
野
　
　
企
て
だ
な
ん
て
（
笑
）。５
ｆ
＋
っ

て
い
う
ユ
ニ
ッ
ト
を
結
成
し
た
ん
で
す
。

川
村
　
　
フ
ァ
イ
ブ
・
エ
フ
・
プ
ラ
ス
？

矢
野
　
　
フ
ァ
イ
ン
、
フ
ァ
ニ
チ
ャ
ー
、

フ
ォ
レ
ス
ト
な
ど
、ｆ
を
持
っ
た
５
人
の
表

現
者
が
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
な
が
ら
、
新

し
い
住
空
間
を
創
造
し
て
い
く
と
い
う

…
…

。今
ま
で
に
な
か
っ
た
商
品
づ
く
り
を

や
っ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

川
村
　
　
さ
っ
そ
く
、
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
！
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第１回キッズデザインアワード　
● 金賞（エコデザイン賞　経済産業大臣賞）受賞　

2011年　
植物と遊ぶ感性教育「Little Apple」出版準備中　
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ー
デ
ン
デ
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ナ
ー

矢
野
Ｔ
Ｅ
Ａ
さ
ん

し
て
き
た
コ
ト
、し
た
い
コ
ト
、こ
ん
な
コ
ト

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
自
然
環
境
学
習
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
、

ガ
ー
デ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
フ
ォ
レ
ス
ト
・
フ
ァ
ー
ム
代
表
な
ど

自
然
と
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
コ
ン
セ
プ
ト
に

多
彩
な
活
動
を
続
け
て
い
る
矢
野
Ｔ
Ｅ
Ａ
さ
ん
。

矢
野
さ
ん
と
自
然
と
の
素
敵
な
関
係
が
知
り
た
く
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

自
然
と
仲
良
く
な
る
方
法
を

伝
え
た
い
と
思
っ
た
ん
で
す

川
村
　
　
矢
野
さ
ん
は
、
元
々
は
広
告
代
理

店
で
活
躍
さ
れ
て
い
て
、
ガ
ー
デ
ン
関
係
の

事
を
始
め
た
の
は…

…

。

矢
野
　
　
色
々
あ
っ
て
郷
里
の
宮
城
に

帰
っ
て
仕
事
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が

き
っ
か
け
で
す
。で
も
、
帰
っ
て
み
て
気
づ

い
た
の
は
、
東
京
と
地
方
と
の
自
然
に
対
す

る
向
き
合
い
方
の
違
い
。東
京
だ
と
、
地
方

で
は
当
た
り
前
の
よ
う
に
あ
る
石
や
木
が

何
百
円
と
か
で
売
ら
れ
て
い
ま
す
。　　
　

川
村
　
　
あ
あ
、
あ
り
ま
す
よ
ね
、
そ
う
い

う
イ
ン
テ
リ
ア
小
物
。

矢
野
　
　
だ
け
ど
、
東
北
に
は
ま
だ
手
付
か

ず
の
自
然
が
い
っ
ぱ
い
残
っ
て
る
。そ
ん
な

物
を
売
っ
た
り
買
っ
た
り
、
な
ん
て
感
覚
は

な
い
で
す
よ
。自
然
の
中
で
遊
べ
ば
食
べ
る

物
も
お
い
し
く
感
じ
る
し
、
新
鮮
な
空
気
も

ご
ち
そ
う
。地
方
で
は
当
た
り
前
の
事
な
ん

だ
け
れ
ど
。

川
村
　
　
当
た
り
前
す
ぎ
て
気
づ
か
な
い
。

矢
野
　
　
自
然
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

す
る
こ
と
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
欲
し
く
て
。

私
が
で
き
る
範
囲
の
事
を
や
ろ
う
と
思
っ

た
ん
で
す
。そ
れ
で
、「
自
然
と
仲
良
く
な
れ

る
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
っ
て
い
こ

う
！
」っ
て
い
う
の
が
初
期
の
段
階
。

川
村
　
　
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
ど
う
や
っ
て
？

矢
野
　
　
自
分
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し

て
、
里
山
を
ベ
ー
ス
に
し
て
自
然
と
仲
良
く

し
て
い
こ
う
っ
て
い
う
の
を
キ
ャ
ン
プ
ス

タ
イ
ル
で
や
っ
て
い
ま
し
た
。

川
村
　
　
自
然
の
中
で
生
活
を
し
て
み
る

の
っ
て
、
な
ん
か
都
会
で
は
得
ら
れ
な
い
よ

う
な
楽
し
さ
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。

矢
野
　
　
そ
う
そ
う
。で
、
そ
う
い
う
の
を

感
じ
て
も
ら
え
れ
ば
よ
か
っ
た
ん
で
す
け

れ
ど
、
里
山
で…

…

と
な
る
と
、
年
に
１
回

か
２
回
し
か
体
験
で
き
な
い
。植
林
に
行
く

と
か
い
う
の
は
、
自
然
と
友
達
に
な
る
い
い

キ
ー
ワ
ー
ド
に
は
な
る
ん
だ
け
れ
ど
。

川
村
　
　
都
会
に
帰
る
と
ま
た
普
通
の
生

活
に
戻
っ
て
し
ま
う
。

矢
野
　
　
そ
う
。で
も
、
街
中
で
作
る
小
さ

な
自
然
と
大
自
然
は
、
実
は
地
球
と
い
う
空

間
で
つ
な
が
っ
て
い
る
ん
で
す
。そ
れ
を
伝

え
た
く
て
始
め
た
の
が
「
街
で
エ
コ
ツ

ア
ー
」。創
造
力
と
感
性
を
育
て
る
森
の
学

校
で
す
。思
考
力
を
高
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

五
感
を
使
っ
て
自
然
を
観
察
す
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
、
街
な
か
で
遊
ん
だ
思
い
出
を
カ
タ
チ

に
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
。そ
う
い
っ
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
ア
ト
ム
Ｃ
Ｓ
タ
ワ
ー
の
屋
上
で
開

発
し
て
い
る
ん
で
す
。

日
本
人
の
美
意
識
を
表
現
し
た

英
国
で
の
ガ
ー
デ
ン
シ
ョ
ー
の

受
賞
が
自
信
に
つ
な
が
り
ま
し
た

川
村
　
　
そ
う
や
っ
て
、
自
然
と
日
常
生
活

と
の
橋
渡
し
み
た
い
な
こ
と
を
さ
れ
て
い

る
矢
野
さ
ん
で
す
が
、
２
０
０
４
年
に
は
英

国
王
立
園
芸
協
会
開
催
の
チ
ェ
ル
シ
ー
フ

ラ
ワ
ー
シ
ョ
ー
に
出
展
な
さ
り
、
ベ
ス
ト
シ

テ
ィ
ー
ガ
ー
デ
ン
賞
を
見
事
、
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

矢
野
　
　
50
歳
を
過
ぎ
た
ら
庭
師
さ
ん
に

な
り
た
い
と
思
っ
て
い
て
。１
０
０
年
以
上

前
、
徳
川
慶
喜
が
パ
リ
の
万
博
に
ブ
ー
ス
を

出
し
て
、
日
本
の
庭
園
と
か
造
園
を
出
品
し

た
時
、
と
て
も
好
評
を
博
し
て
日
本
の
庭
の

文
化
と
か
を
大
量
に
輸
出
し
た
ん
で
す
。そ

う
い
う
の
に
興
味
も
あ
っ
た
の
で
英
国
で

ス
タ
ー
ト
を
切
る
事
に
し
ま
し
た
。

川
村
　
　
こ
こ
に
写
真
が
あ
り
ま
す
が
。

矢
野
　
　「
風
を
見
る
庭
」
と
い
う
の
が
コ

ン
セ
プ
ト
で
、
こ
の
庭
で
風
を
見
た
り
、
五

感
で
感
じ
た
り
で
き
る
よ
う
、
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
村
　
　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
言
え
ば
金
メ

ダ
ル
受
賞
。ご
感
想
は
？

矢
野
　
　
夢
の
よ
う
な
感
覚
で
し
た
ね
。

新
し
い
夢
が
膨
ら
み
始
め
て…

…

川
村
　
　
矢
野
さ
ん
は
、
本
当
に
色
々
な
活

動
を
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
が
、
今
、
ま
た
新

し
い
企
て
を
な
さ
っ
て
い
る
と
か
。

矢
野
　
　
企
て
だ
な
ん
て
（
笑
）。５
ｆ
＋
っ

て
い
う
ユ
ニ
ッ
ト
を
結
成
し
た
ん
で
す
。

川
村
　
　
フ
ァ
イ
ブ
・
エ
フ
・
プ
ラ
ス
？

矢
野
　
　
フ
ァ
イ
ン
、
フ
ァ
ニ
チ
ャ
ー
、

フ
ォ
レ
ス
ト
な
ど
、ｆ
を
持
っ
た
５
人
の
表

現
者
が
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
な
が
ら
、
新

し
い
住
空
間
を
創
造
し
て
い
く
と
い
う

…
…

。今
ま
で
に
な
か
っ
た
商
品
づ
く
り
を

や
っ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

川
村
　
　
さ
っ
そ
く
、
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
！
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チェルシーフラワーショー「風を見る庭」。
作品を通して、日本人の持つ美意識が高く評価された

アトムＣＳタワーの屋上では、
葉っぱを使った万華鏡や
土ボールなど、遊びを通して
自然環境を学ぶプログラムを
開発中

1314

矢野TEA（やの てぃー）

1994年　
「森の標本箱」出版（小学館）

2003年　
英国ウェールズ ペナンス  
ワシントンギャラリーにて個展   
無印良品有楽町店にて個展

2004年　
英国王立園芸協会チェルシー
フラワーショー　
● ベストシティーガーデン賞　

2007年　
第１回キッズデザインアワード　
● 金賞（エコデザイン賞　経済産業大臣賞）受賞　

2011年　
植物と遊ぶ感性教育「Little Apple」出版準備中　

ガ
ー
デ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー

矢
野
Ｔ
Ｅ
Ａ
さ
ん

し
て
き
た
コ
ト
、し
た
い
コ
ト
、こ
ん
な
コ
ト

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
自
然
環
境
学
習
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
、

ガ
ー
デ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
フ
ォ
レ
ス
ト
・
フ
ァ
ー
ム
代
表
な
ど

自
然
と
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
コ
ン
セ
プ
ト
に

多
彩
な
活
動
を
続
け
て
い
る
矢
野
Ｔ
Ｅ
Ａ
さ
ん
。

矢
野
さ
ん
と
自
然
と
の
素
敵
な
関
係
が
知
り
た
く
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

自
然
と
仲
良
く
な
る
方
法
を

伝
え
た
い
と
思
っ
た
ん
で
す

川
村
　
　
矢
野
さ
ん
は
、
元
々
は
広
告
代
理

店
で
活
躍
さ
れ
て
い
て
、
ガ
ー
デ
ン
関
係
の

事
を
始
め
た
の
は…

…

。

矢
野
　
　
色
々
あ
っ
て
郷
里
の
宮
城
に

帰
っ
て
仕
事
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が

き
っ
か
け
で
す
。で
も
、
帰
っ
て
み
て
気
づ

い
た
の
は
、
東
京
と
地
方
と
の
自
然
に
対
す

る
向
き
合
い
方
の
違
い
。東
京
だ
と
、
地
方

で
は
当
た
り
前
の
よ
う
に
あ
る
石
や
木
が

何
百
円
と
か
で
売
ら
れ
て
い
ま
す
。　　
　

川
村
　
　
あ
あ
、
あ
り
ま
す
よ
ね
、
そ
う
い

う
イ
ン
テ
リ
ア
小
物
。

矢
野
　
　
だ
け
ど
、
東
北
に
は
ま
だ
手
付
か

ず
の
自
然
が
い
っ
ぱ
い
残
っ
て
る
。そ
ん
な

物
を
売
っ
た
り
買
っ
た
り
、
な
ん
て
感
覚
は

な
い
で
す
よ
。自
然
の
中
で
遊
べ
ば
食
べ
る

物
も
お
い
し
く
感
じ
る
し
、
新
鮮
な
空
気
も

ご
ち
そ
う
。地
方
で
は
当
た
り
前
の
事
な
ん

だ
け
れ
ど
。

川
村
　
　
当
た
り
前
す
ぎ
て
気
づ
か
な
い
。

矢
野
　
　
自
然
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

す
る
こ
と
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
欲
し
く
て
。

私
が
で
き
る
範
囲
の
事
を
や
ろ
う
と
思
っ

た
ん
で
す
。そ
れ
で
、「
自
然
と
仲
良
く
な
れ

る
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
っ
て
い
こ

う
！
」っ
て
い
う
の
が
初
期
の
段
階
。

川
村
　
　
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
ど
う
や
っ
て
？

矢
野
　
　
自
分
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し

て
、
里
山
を
ベ
ー
ス
に
し
て
自
然
と
仲
良
く

し
て
い
こ
う
っ
て
い
う
の
を
キ
ャ
ン
プ
ス

タ
イ
ル
で
や
っ
て
い
ま
し
た
。

川
村
　
　
自
然
の
中
で
生
活
を
し
て
み
る

の
っ
て
、
な
ん
か
都
会
で
は
得
ら
れ
な
い
よ

う
な
楽
し
さ
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。

矢
野
　
　
そ
う
そ
う
。で
、
そ
う
い
う
の
を

感
じ
て
も
ら
え
れ
ば
よ
か
っ
た
ん
で
す
け

れ
ど
、
里
山
で…

…

と
な
る
と
、
年
に
１
回

か
２
回
し
か
体
験
で
き
な
い
。植
林
に
行
く

と
か
い
う
の
は
、
自
然
と
友
達
に
な
る
い
い

キ
ー
ワ
ー
ド
に
は
な
る
ん
だ
け
れ
ど
。

川
村
　
　
都
会
に
帰
る
と
ま
た
普
通
の
生

活
に
戻
っ
て
し
ま
う
。

矢
野
　
　
そ
う
。で
も
、
街
中
で
作
る
小
さ

な
自
然
と
大
自
然
は
、
実
は
地
球
と
い
う
空

間
で
つ
な
が
っ
て
い
る
ん
で
す
。そ
れ
を
伝

え
た
く
て
始
め
た
の
が
「
街
で
エ
コ
ツ

ア
ー
」。創
造
力
と
感
性
を
育
て
る
森
の
学

校
で
す
。思
考
力
を
高
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

五
感
を
使
っ
て
自
然
を
観
察
す
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
、
街
な
か
で
遊
ん
だ
思
い
出
を
カ
タ
チ

に
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
。そ
う
い
っ
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
ア
ト
ム
Ｃ
Ｓ
タ
ワ
ー
の
屋
上
で
開

発
し
て
い
る
ん
で
す
。

日
本
人
の
美
意
識
を
表
現
し
た

英
国
で
の
ガ
ー
デ
ン
シ
ョ
ー
の

受
賞
が
自
信
に
つ
な
が
り
ま
し
た

川
村
　
　
そ
う
や
っ
て
、
自
然
と
日
常
生
活

と
の
橋
渡
し
み
た
い
な
こ
と
を
さ
れ
て
い

る
矢
野
さ
ん
で
す
が
、
２
０
０
４
年
に
は
英

国
王
立
園
芸
協
会
開
催
の
チ
ェ
ル
シ
ー
フ

ラ
ワ
ー
シ
ョ
ー
に
出
展
な
さ
り
、
ベ
ス
ト
シ

テ
ィ
ー
ガ
ー
デ
ン
賞
を
見
事
、
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

矢
野
　
　
50
歳
を
過
ぎ
た
ら
庭
師
さ
ん
に

な
り
た
い
と
思
っ
て
い
て
。１
０
０
年
以
上

前
、
徳
川
慶
喜
が
パ
リ
の
万
博
に
ブ
ー
ス
を

出
し
て
、
日
本
の
庭
園
と
か
造
園
を
出
品
し

た
時
、
と
て
も
好
評
を
博
し
て
日
本
の
庭
の

文
化
と
か
を
大
量
に
輸
出
し
た
ん
で
す
。そ

う
い
う
の
に
興
味
も
あ
っ
た
の
で
英
国
で

ス
タ
ー
ト
を
切
る
事
に
し
ま
し
た
。

川
村
　
　
こ
こ
に
写
真
が
あ
り
ま
す
が
。

矢
野
　
　「
風
を
見
る
庭
」
と
い
う
の
が
コ

ン
セ
プ
ト
で
、
こ
の
庭
で
風
を
見
た
り
、
五

感
で
感
じ
た
り
で
き
る
よ
う
、
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
村
　
　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
言
え
ば
金
メ

ダ
ル
受
賞
。ご
感
想
は
？

矢
野
　
　
夢
の
よ
う
な
感
覚
で
し
た
ね
。

新
し
い
夢
が
膨
ら
み
始
め
て…

…

川
村
　
　
矢
野
さ
ん
は
、
本
当
に
色
々
な
活

動
を
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
が
、
今
、
ま
た
新

し
い
企
て
を
な
さ
っ
て
い
る
と
か
。

矢
野
　
　
企
て
だ
な
ん
て
（
笑
）。５
ｆ
＋
っ

て
い
う
ユ
ニ
ッ
ト
を
結
成
し
た
ん
で
す
。

川
村
　
　
フ
ァ
イ
ブ
・
エ
フ
・
プ
ラ
ス
？

矢
野
　
　
フ
ァ
イ
ン
、
フ
ァ
ニ
チ
ャ
ー
、

フ
ォ
レ
ス
ト
な
ど
、ｆ
を
持
っ
た
５
人
の
表

現
者
が
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
な
が
ら
、
新

し
い
住
空
間
を
創
造
し
て
い
く
と
い
う

…
…

。今
ま
で
に
な
か
っ
た
商
品
づ
く
り
を

や
っ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

川
村
　
　
さ
っ
そ
く
、
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
！
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英国王立園芸協会チェルシー
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第１回キッズデザインアワード　
● 金賞（エコデザイン賞　経済産業大臣賞）受賞　

2011年　
植物と遊ぶ感性教育「Little Apple」出版準備中　
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ー
デ
ン
デ
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イ
ナ
ー

矢
野
Ｔ
Ｅ
Ａ
さ
ん

し
て
き
た
コ
ト
、し
た
い
コ
ト
、こ
ん
な
コ
ト

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
自
然
環
境
学
習
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
、

ガ
ー
デ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
フ
ォ
レ
ス
ト
・
フ
ァ
ー
ム
代
表
な
ど

自
然
と
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
コ
ン
セ
プ
ト
に

多
彩
な
活
動
を
続
け
て
い
る
矢
野
Ｔ
Ｅ
Ａ
さ
ん
。

矢
野
さ
ん
と
自
然
と
の
素
敵
な
関
係
が
知
り
た
く
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

自
然
と
仲
良
く
な
る
方
法
を

伝
え
た
い
と
思
っ
た
ん
で
す

川
村
　
　
矢
野
さ
ん
は
、
元
々
は
広
告
代
理

店
で
活
躍
さ
れ
て
い
て
、
ガ
ー
デ
ン
関
係
の

事
を
始
め
た
の
は…

…

。

矢
野
　
　
色
々
あ
っ
て
郷
里
の
宮
城
に

帰
っ
て
仕
事
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が

き
っ
か
け
で
す
。で
も
、
帰
っ
て
み
て
気
づ

い
た
の
は
、
東
京
と
地
方
と
の
自
然
に
対
す

る
向
き
合
い
方
の
違
い
。東
京
だ
と
、
地
方

で
は
当
た
り
前
の
よ
う
に
あ
る
石
や
木
が

何
百
円
と
か
で
売
ら
れ
て
い
ま
す
。　　
　

川
村
　
　
あ
あ
、
あ
り
ま
す
よ
ね
、
そ
う
い

う
イ
ン
テ
リ
ア
小
物
。

矢
野
　
　
だ
け
ど
、
東
北
に
は
ま
だ
手
付
か

ず
の
自
然
が
い
っ
ぱ
い
残
っ
て
る
。そ
ん
な

物
を
売
っ
た
り
買
っ
た
り
、
な
ん
て
感
覚
は

な
い
で
す
よ
。自
然
の
中
で
遊
べ
ば
食
べ
る

物
も
お
い
し
く
感
じ
る
し
、
新
鮮
な
空
気
も

ご
ち
そ
う
。地
方
で
は
当
た
り
前
の
事
な
ん

だ
け
れ
ど
。

川
村
　
　
当
た
り
前
す
ぎ
て
気
づ
か
な
い
。

矢
野
　
　
自
然
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

す
る
こ
と
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
欲
し
く
て
。

私
が
で
き
る
範
囲
の
事
を
や
ろ
う
と
思
っ

た
ん
で
す
。そ
れ
で
、「
自
然
と
仲
良
く
な
れ

る
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
っ
て
い
こ

う
！
」っ
て
い
う
の
が
初
期
の
段
階
。

川
村
　
　
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
ど
う
や
っ
て
？

矢
野
　
　
自
分
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し

て
、
里
山
を
ベ
ー
ス
に
し
て
自
然
と
仲
良
く

し
て
い
こ
う
っ
て
い
う
の
を
キ
ャ
ン
プ
ス

タ
イ
ル
で
や
っ
て
い
ま
し
た
。

川
村
　
　
自
然
の
中
で
生
活
を
し
て
み
る

の
っ
て
、
な
ん
か
都
会
で
は
得
ら
れ
な
い
よ

う
な
楽
し
さ
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。

矢
野
　
　
そ
う
そ
う
。で
、
そ
う
い
う
の
を

感
じ
て
も
ら
え
れ
ば
よ
か
っ
た
ん
で
す
け

れ
ど
、
里
山
で…

…

と
な
る
と
、
年
に
１
回

か
２
回
し
か
体
験
で
き
な
い
。植
林
に
行
く

と
か
い
う
の
は
、
自
然
と
友
達
に
な
る
い
い

キ
ー
ワ
ー
ド
に
は
な
る
ん
だ
け
れ
ど
。

川
村
　
　
都
会
に
帰
る
と
ま
た
普
通
の
生

活
に
戻
っ
て
し
ま
う
。

矢
野
　
　
そ
う
。で
も
、
街
中
で
作
る
小
さ

な
自
然
と
大
自
然
は
、
実
は
地
球
と
い
う
空

間
で
つ
な
が
っ
て
い
る
ん
で
す
。そ
れ
を
伝

え
た
く
て
始
め
た
の
が
「
街
で
エ
コ
ツ

ア
ー
」。創
造
力
と
感
性
を
育
て
る
森
の
学

校
で
す
。思
考
力
を
高
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

五
感
を
使
っ
て
自
然
を
観
察
す
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
、
街
な
か
で
遊
ん
だ
思
い
出
を
カ
タ
チ

に
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
。そ
う
い
っ
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
ア
ト
ム
Ｃ
Ｓ
タ
ワ
ー
の
屋
上
で
開

発
し
て
い
る
ん
で
す
。

日
本
人
の
美
意
識
を
表
現
し
た

英
国
で
の
ガ
ー
デ
ン
シ
ョ
ー
の

受
賞
が
自
信
に
つ
な
が
り
ま
し
た

川
村
　
　
そ
う
や
っ
て
、
自
然
と
日
常
生
活

と
の
橋
渡
し
み
た
い
な
こ
と
を
さ
れ
て
い

る
矢
野
さ
ん
で
す
が
、
２
０
０
４
年
に
は
英

国
王
立
園
芸
協
会
開
催
の
チ
ェ
ル
シ
ー
フ

ラ
ワ
ー
シ
ョ
ー
に
出
展
な
さ
り
、
ベ
ス
ト
シ

テ
ィ
ー
ガ
ー
デ
ン
賞
を
見
事
、
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

矢
野
　
　
50
歳
を
過
ぎ
た
ら
庭
師
さ
ん
に

な
り
た
い
と
思
っ
て
い
て
。１
０
０
年
以
上

前
、
徳
川
慶
喜
が
パ
リ
の
万
博
に
ブ
ー
ス
を

出
し
て
、
日
本
の
庭
園
と
か
造
園
を
出
品
し

た
時
、
と
て
も
好
評
を
博
し
て
日
本
の
庭
の

文
化
と
か
を
大
量
に
輸
出
し
た
ん
で
す
。そ

う
い
う
の
に
興
味
も
あ
っ
た
の
で
英
国
で

ス
タ
ー
ト
を
切
る
事
に
し
ま
し
た
。

川
村
　
　
こ
こ
に
写
真
が
あ
り
ま
す
が
。

矢
野
　
　「
風
を
見
る
庭
」
と
い
う
の
が
コ

ン
セ
プ
ト
で
、
こ
の
庭
で
風
を
見
た
り
、
五

感
で
感
じ
た
り
で
き
る
よ
う
、
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
村
　
　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
言
え
ば
金
メ

ダ
ル
受
賞
。ご
感
想
は
？

矢
野
　
　
夢
の
よ
う
な
感
覚
で
し
た
ね
。

新
し
い
夢
が
膨
ら
み
始
め
て…

…

川
村
　
　
矢
野
さ
ん
は
、
本
当
に
色
々
な
活

動
を
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
が
、
今
、
ま
た
新

し
い
企
て
を
な
さ
っ
て
い
る
と
か
。

矢
野
　
　
企
て
だ
な
ん
て
（
笑
）。５
ｆ
＋
っ

て
い
う
ユ
ニ
ッ
ト
を
結
成
し
た
ん
で
す
。

川
村
　
　
フ
ァ
イ
ブ
・
エ
フ
・
プ
ラ
ス
？

矢
野
　
　
フ
ァ
イ
ン
、
フ
ァ
ニ
チ
ャ
ー
、

フ
ォ
レ
ス
ト
な
ど
、ｆ
を
持
っ
た
５
人
の
表

現
者
が
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
な
が
ら
、
新

し
い
住
空
間
を
創
造
し
て
い
く
と
い
う

…
…

。今
ま
で
に
な
か
っ
た
商
品
づ
く
り
を

や
っ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

川
村
　
　
さ
っ
そ
く
、
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
！

聞き手・文／川村千織　撮影／大屋徳亮

Friend Circle   15
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扉
の
脇
に「Cabinet

」の
文
字
が
小
さ
く

掲
げ
ら
れ
て
い
る
だ
け
。そ
こ
が
バ
ー
と

知
ら
な
け
れ
ば
、見
過
ご
し
て
し
ま
う
か

も
し
れ
な
い
。

　

店
名
の
由
来
は
、美
術
用
語
辞
典
で
見

つ
け
た「
蒐
集
品
を
飾
る
棚
」と
い
う
意
味

か
ら
。バ
ッ
ク
バ
ー
に
は
、若
い
頃
か
ら
少

し
ず
つ
蒐
集
し
た
シ
ン
グ
ル
モ
ル
ト
ウ
イ

ス
キ
ー
の
ボ
ト
ル
が
、ま
さ
に
博
物
館
の

陳
列
棚
の
よ
う
に
並
ぶ
。

「
集
め
る
基
準
は
、自
分
が
好
き
か
ど
う

か
、そ
れ
だ
け
。な
る
べ
く
造
り
手
の
顔
が

見
え
る
も
の
を
」と
店
主
の
増
田
晶
さ
ん
。

そ
の
選
択
眼
に
か
な
っ
た
ウ
イ
ス
キ
ー
は

八
百
本
、ワ
イ
ン
は
二
百
本
以
上
。

　

選
び
抜
か
れ
た
ウ
イ
ス
キ
ー
を
注
ぐ
の

は
、羽
根
の
よ
う
に
軽
く
薄
く
仕
上
げ
ら
れ

た
松
徳
硝
子
の
手
仕
事
グ
ラ
ス
。適
温
に
冷

さ
れ
た
グ
ラ
ス
が
置
か
れ
る
松
材
の
カ
ウ

ン
タ
ー
は
、帯
鋸
の
削
り
目
を
活
か
し
た
特

注
品
。「
木
の
ぬ
く
も
り
と
軽
や
か
さ
が
あ

る
配
色
を
考
え
た
」と
増
田
さ
ん
。入
口
の

扉
に
も
同
じ
松
材
が
使
わ
れ
て
い
る
。

　

居
心
地
の
良
さ
を
大
切
に
し
、お
酒
だ

け
で
な
く
料
理
の
充
実
度
も
ひ
と
き
わ
光

を
放
つ
。「
ゆ
っ
た
り
美
味
し
い
も
の
を
味

わ
い
な
が
ら
、ゆ
る
ゆ
る
酔
い
が
深
ま
っ

て
い
く
、そ
ん
な
バ
ー
で
あ
り
た
い
」

　

ド
リ
ン
ク
や
料
理
の
メ
ニ
ュ
ー
リ
ス
ト

は
、四
十
八
ペ
ー
ジ
に
も
お
よ
ぶ
分
厚
さ
。

そ
れ
は
あ
た
か
も
一
巻
の
書
物
で
あ
り
、

書
き
記
さ
れ
た
お
酒
に
は
謎
を
秘
め
た
物

語
が
ひ
っ
そ
り
と
隠
れ
て
い
る
。

　

一
杯
の
グ
ラ
ス
と
と
も
に「
読
み
解
か
れ

る
時
」を
待
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に      

。

!"#$%!"#$%&

カビネ【Cabinet】
東京都目黒区東山3-12-4ナカミ東山ビル１F
TEL.03-3715-5086 
営業時間／PM7：00～AM3：00　
               フードラストオーダーAM1:30　
　　　　   ドリンクオーダーAM2:30
定休日／日曜と祝日の月曜日

物語は一杯のグラスとともに

取材・文／倉田ひさし　イラスト／佐藤英行　撮影／大屋徳亮

オーナーバーテンダーの増田晶さん

カビネ【Cabinet】

読者の声

編 集 後 記

みなさまよりお寄せいただいたご意見を
いくつかご紹介いたします。

Vol.16

今後の参考とさせていただきます。ありがとうございました。

個人情報の取り扱いについて
アンケートや書籍プレゼントにご応募いただいたみなさまの個人情報は、書籍プレゼントおよび「ATOMNEWS」の発送にのみ使用いたします。ご本人の承諾のない限り、

第三者に提供することはありません。また、ご応募の集計結果は個人を識別できない形で管理の上、「ATOMNEWS」の企画・編集・制作の参考にさせていただきます。

開発部　鈴木 慶彦
商品の企画・設計・開発をはじめ、
試験業務や工業所有権の管理に携わる。

改造中のガンプラ（ゲルググ）

　
ア
ウ
ト
ド
ア
派
が
多
い
社
内
で
私
は
根
っ
か
ら
の
イ

ン
ド
ア
派
で
す
。

　
こ
こ
最
近
よ
く
や
っ
て
い
る
こ
と
は
麻
雀
と
プ
ラ
モ

デ
ル
で
す
。麻
雀
は
い
ま
だ
に
付
き
合
い
の
あ
る
大
学
時

代
の
友
人
た
ち
と
月
一
〜
四
回
の
割
合
で
、
雀
荘
も
し
く

は
友
人
宅
で
や
っ
て
い
ま
す
。よ
く
仕
事
帰
り
に
友
人
か

ら
連
絡
が
あ
り
、
そ
の
ま
ま
雀
荘
前
に
集
合
。自
分
ら
の

近
況
や
馬
鹿
な
話
を
交
え
な
が
ら
遊
ん
で
い
ま
す
。次

の
日
が
休
日
の
と
き
は
日
付
け
が
変
わ
る
前
ま
で
遊
ぶ

た
め
、
終
電
が
な
く
な
り
歩
い
て
家
に
帰
る
こ
と
も
し

ば
し
ば
。

　
プ
ラ
モ
デ
ル
は
主
に
ガ
ン
ダ
ム
の
プ
ラ
モ
デ
ル
、
そ
れ

も
主
に〝
改
造
〞を
行
っ
て
い
ま
す
。改
造
と
い
っ
て
も
、

プ
ラ
モ
デ
ル
で
は
再
現
し
切
れ
て
い
な
い
部
分
に
少
し

手
を
加
え
再
現
度
を
高
め
る
も
の
か
ら
、
素
材
に
自
作

の
部
品
を
組
み
合
わ
せ
、
完
全
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
作
品

を
作
る
ま
で
ピ
ン
キ
リ
で
す
。私
の
場
合
は
、
腕
や
脚
な

ど
に
手
を
加
え
て
関
節
の
可
動
範
囲
を
広
げ
て
み
た

り
、
塗
装
を
す
る
際
に
本
来
の
色
彩
で
は
な
く
あ
え
て

オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
ラ
ー
に
し
て
み
た
り
し
ま
す
。

　
プ
ラ
モ
デ
ル
の
組
み
立
て
は
昔
か
ら
や
っ
て
い
た
の

で
す
が
、改
造
と
塗
装
は
つ
い
最
近
始
め
た
ば
か
り
な
の

で
、
ま
だ
ま
だ
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
。改
造
途
中
で
壊
れ

て
し
ま
っ
た
り
、塗
装
に
ム
ラ
が
出
た
り
な
ど
頻
繁
に
起

こ
り
ま
す
。し
か
し
そ
れ
が
完
成
し
た
と
き
は
、
や
は
り

や
り
遂
げ
た
と
い
う
達
成
感
と「
自
分
だ
け
」の
も
の
が

で
き
た
と
い
う
充
実
感
が
あ
り
、
そ
う
い
っ
た
実
感
が
、

私
が
子
供
の
こ
ろ
か
ら
変
わ
ら
ず
に
求
め
て
い
る
も
の

で
あ
り
、
次
へ
繋
げ
る
た
め
の
原
動
力
に
な
っ
て
い
る
の

だ
と
思
い
ま
す
。

ＡＴＯＭＮＥＷＳ誌の編集内容に感心しています。当初と誌面
の大きさも変わり、それからの編集内容も変わり、内容が
非常に新しい点でとらえられています。これからも頑張っ
てください。　　　　　　　　＜大阪府　Ｓ．Ｋ様　男性＞

塩浦さんのおもちゃをとあるイベントで見かけたことがあり、
興味がありました。酒造も家族と「酒林」の話題をしていたの
でとても興味深く読ませていただきました。アートスペースの
スケジュール等も知りたいです。＜東京都　ゆう様　女性＞

「住まいの金物ひとくち集」参考になりました。建築・インテリア
ではなにげなく使う用語（特に漢字）が正しい表現かを、疑問
を持つことがあります（例　張る↔貼る　小口↔木口　木目
↔杢目…）。今後も金物を中心に取り上げていただくことを
お願いいたします。  ＜千葉県　ヒロ　ボッチ様　男性＞

今号から連載が始まった、寺と神社の旅研究家・
吉田さらささんの「石の神様・仏様」の写真＆エッセイ
展をアトムCSタワー8階で行います。
路傍の小さなスターたちが語る癒しの言葉を聞き
に、ぜひご来場ください。

「石の神様・仏様」 展
会場：アトムCSタワー8階　ホワイトギャラリー
日時：2011年7月16日（土）～7月28日（木） 
　　 11:00～18:00
　　　7月15日（金）17:00～オープニングパーティー

※7/17（日）・18（祝日）・23（土）・24（日）は休館

震災の報道で、港で片付けをしていたおじさんが「昔から『眼は臆病
で、手は鬼』っていうんだよ」と言っていたそうです。眼で眺めているとき
は怖い、もう駄目だと思うけど、手は鬼のように強い。眺めて不可能に
思えることも、作業をはじめてしまえば可能になる、ということらしいで
す。本当にそう。『手の鬼力』を信じています。             ＜ｋｕｍｉｎｉｎｏ＞

今号の「石の神様・仏様（吉田さらさ氏）」には私も思い出がある。6年
前の５月の連休のこと、友人と草津温泉に行く途中で、諏訪大社に立
ち寄り春宮を散策していた時、突然「万治の石仏」が出現？し、驚嘆し
たことは今でも記憶に残っている。岡本太郎氏は絶賛したそうだが、私
は「・・・。」と、不思議な空間でただ佇むだけだった。機会があれば、岡
本太郎氏を偲んで「こんな面白い」石仏と再会してみたい。  ＜太平＞

新連載やコンテンツの一部変更など、ちょっぴりリニューアルを遂げた
アトムニューズ172号はいかがでしたか？ご意見やご要望がございまし
たらお気軽にお寄せください。お待ちしております。  ＜Ａｎｄｒｏｉｄ２．２＞

東日本大震災で被災された皆様に謹んでお見舞い申し上げます。

し
ゅ
う
し
ゅ
う
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に
か
な
っ
た
ウ
イ
ス
キ
ー
は

八
百
本
、ワ
イ
ン
は
二
百
本
以
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に
軽
く
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く
仕
上
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ら
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松
徳
硝
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の
手
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事
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を
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と
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が
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に
も
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じ
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が
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て
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の
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を
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だ
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で
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の
充
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を
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り
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し
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の
を
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な
が
ら
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る
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る
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が
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て
い
く
、そ
ん
な
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で
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り
た
い
」
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や
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の
メ
ニ
ュ
ー
リ
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は
、四
十
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ジ
に
も
お
よ
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分
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そ
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あ
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も
一
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の
書
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で
あ
り
、
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記
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お
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に
は
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を
秘
め
た
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と
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の
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で
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の
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ン
ド
ア
派
で
す
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こ
こ
最
近
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や
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て
い
る
こ
と
は
麻
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と
プ
ラ
モ
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で
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に
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き
合
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の
あ
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時

代
の
友
人
た
ち
と
月
一
〜
四
回
の
割
合
で
、
雀
荘
も
し
く

は
友
人
宅
で
や
っ
て
い
ま
す
。よ
く
仕
事
帰
り
に
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の
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ま
っ
た
り
、塗
装
に
ム
ラ
が
出
た
り
な
ど
頻
繁
に
起

こ
り
ま
す
。し
か
し
そ
れ
が
完
成
し
た
と
き
は
、
や
は
り

や
り
遂
げ
た
と
い
う
達
成
感
と「
自
分
だ
け
」の
も
の
が

で
き
た
と
い
う
充
実
感
が
あ
り
、
そ
う
い
っ
た
実
感
が
、

私
が
子
供
の
こ
ろ
か
ら
変
わ
ら
ず
に
求
め
て
い
る
も
の

で
あ
り
、
次
へ
繋
げ
る
た
め
の
原
動
力
に
な
っ
て
い
る
の

だ
と
思
い
ま
す
。

ＡＴＯＭＮＥＷＳ誌の編集内容に感心しています。当初と誌面
の大きさも変わり、それからの編集内容も変わり、内容が
非常に新しい点でとらえられています。これからも頑張っ
てください。　　　　　　　　＜大阪府　Ｓ．Ｋ様　男性＞

塩浦さんのおもちゃをとあるイベントで見かけたことがあり、
興味がありました。酒造も家族と「酒林」の話題をしていたの
でとても興味深く読ませていただきました。アートスペースの
スケジュール等も知りたいです。＜東京都　ゆう様　女性＞

「住まいの金物ひとくち集」参考になりました。建築・インテリア
ではなにげなく使う用語（特に漢字）が正しい表現かを、疑問
を持つことがあります（例　張る↔貼る　小口↔木口　木目
↔杢目…）。今後も金物を中心に取り上げていただくことを
お願いいたします。  ＜千葉県　ヒロ　ボッチ様　男性＞

今号から連載が始まった、寺と神社の旅研究家・
吉田さらささんの「石の神様・仏様」の写真＆エッセイ
展をアトムCSタワー8階で行います。
路傍の小さなスターたちが語る癒しの言葉を聞き
に、ぜひご来場ください。

「石の神様・仏様」 展
会場：アトムCSタワー8階　ホワイトギャラリー
日時：2011年7月16日（土）～7月28日（木） 
　　 11:00～18:00
　　　7月15日（金）17:00～オープニングパーティー

※7/17（日）・18（祝日）・23（土）・24（日）は休館

震災の報道で、港で片付けをしていたおじさんが「昔から『眼は臆病
で、手は鬼』っていうんだよ」と言っていたそうです。眼で眺めているとき
は怖い、もう駄目だと思うけど、手は鬼のように強い。眺めて不可能に
思えることも、作業をはじめてしまえば可能になる、ということらしいで
す。本当にそう。『手の鬼力』を信じています。             ＜ｋｕｍｉｎｉｎｏ＞

今号の「石の神様・仏様（吉田さらさ氏）」には私も思い出がある。6年
前の５月の連休のこと、友人と草津温泉に行く途中で、諏訪大社に立
ち寄り春宮を散策していた時、突然「万治の石仏」が出現？し、驚嘆し
たことは今でも記憶に残っている。岡本太郎氏は絶賛したそうだが、私
は「・・・。」と、不思議な空間でただ佇むだけだった。機会があれば、岡
本太郎氏を偲んで「こんな面白い」石仏と再会してみたい。  ＜太平＞

新連載やコンテンツの一部変更など、ちょっぴりリニューアルを遂げた
アトムニューズ172号はいかがでしたか？ご意見やご要望がございまし
たらお気軽にお寄せください。お待ちしております。  ＜Ａｎｄｒｏｉｄ２．２＞

東日本大震災で被災された皆様に謹んでお見舞い申し上げます。
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扉
の
脇
に「Cabinet

」の
文
字
が
小
さ
く

掲
げ
ら
れ
て
い
る
だ
け
。そ
こ
が
バ
ー
と

知
ら
な
け
れ
ば
、見
過
ご
し
て
し
ま
う
か

も
し
れ
な
い
。

　

店
名
の
由
来
は
、美
術
用
語
辞
典
で
見

つ
け
た「
蒐
集
品
を
飾
る
棚
」と
い
う
意
味

か
ら
。バ
ッ
ク
バ
ー
に
は
、若
い
頃
か
ら
少

し
ず
つ
蒐
集
し
た
シ
ン
グ
ル
モ
ル
ト
ウ
イ

ス
キ
ー
の
ボ
ト
ル
が
、ま
さ
に
博
物
館
の

陳
列
棚
の
よ
う
に
並
ぶ
。

「
集
め
る
基
準
は
、自
分
が
好
き
か
ど
う

か
、そ
れ
だ
け
。な
る
べ
く
造
り
手
の
顔
が

見
え
る
も
の
を
」と
店
主
の
増
田
晶
さ
ん
。

そ
の
選
択
眼
に
か
な
っ
た
ウ
イ
ス
キ
ー
は

八
百
本
、ワ
イ
ン
は
二
百
本
以
上
。

　

選
び
抜
か
れ
た
ウ
イ
ス
キ
ー
を
注
ぐ
の

は
、羽
根
の
よ
う
に
軽
く
薄
く
仕
上
げ
ら
れ

た
松
徳
硝
子
の
手
仕
事
グ
ラ
ス
。適
温
に
冷

さ
れ
た
グ
ラ
ス
が
置
か
れ
る
松
材
の
カ
ウ

ン
タ
ー
は
、帯
鋸
の
削
り
目
を
活
か
し
た
特

注
品
。「
木
の
ぬ
く
も
り
と
軽
や
か
さ
が
あ

る
配
色
を
考
え
た
」と
増
田
さ
ん
。入
口
の

扉
に
も
同
じ
松
材
が
使
わ
れ
て
い
る
。

　

居
心
地
の
良
さ
を
大
切
に
し
、お
酒
だ

け
で
な
く
料
理
の
充
実
度
も
ひ
と
き
わ
光

を
放
つ
。「
ゆ
っ
た
り
美
味
し
い
も
の
を
味

わ
い
な
が
ら
、ゆ
る
ゆ
る
酔
い
が
深
ま
っ

て
い
く
、そ
ん
な
バ
ー
で
あ
り
た
い
」

　

ド
リ
ン
ク
や
料
理
の
メ
ニ
ュ
ー
リ
ス
ト

は
、四
十
八
ペ
ー
ジ
に
も
お
よ
ぶ
分
厚
さ
。

そ
れ
は
あ
た
か
も
一
巻
の
書
物
で
あ
り
、

書
き
記
さ
れ
た
お
酒
に
は
謎
を
秘
め
た
物

語
が
ひ
っ
そ
り
と
隠
れ
て
い
る
。

　

一
杯
の
グ
ラ
ス
と
と
も
に「
読
み
解
か
れ

る
時
」を
待
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に      

。
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カビネ【Cabinet】
東京都目黒区東山3-12-4ナカミ東山ビル１F
TEL.03-3715-5086 
営業時間／PM7：00～AM3：00　
               フードラストオーダーAM1:30　
　　　　   ドリンクオーダーAM2:30
定休日／日曜と祝日の月曜日

物語は一杯のグラスとともに

取材・文／倉田ひさし　イラスト／佐藤英行　撮影／大屋徳亮

オーナーバーテンダーの増田晶さん

カビネ【Cabinet】

読者の声

編 集 後 記

みなさまよりお寄せいただいたご意見を
いくつかご紹介いたします。

Vol.16

今後の参考とさせていただきます。ありがとうございました。

個人情報の取り扱いについて
アンケートや書籍プレゼントにご応募いただいたみなさまの個人情報は、書籍プレゼントおよび「ATOMNEWS」の発送にのみ使用いたします。ご本人の承諾のない限り、

第三者に提供することはありません。また、ご応募の集計結果は個人を識別できない形で管理の上、「ATOMNEWS」の企画・編集・制作の参考にさせていただきます。

開発部　鈴木 慶彦
商品の企画・設計・開発をはじめ、
試験業務や工業所有権の管理に携わる。

改造中のガンプラ（ゲルググ）

　
ア
ウ
ト
ド
ア
派
が
多
い
社
内
で
私
は
根
っ
か
ら
の
イ

ン
ド
ア
派
で
す
。

　
こ
こ
最
近
よ
く
や
っ
て
い
る
こ
と
は
麻
雀
と
プ
ラ
モ

デ
ル
で
す
。麻
雀
は
い
ま
だ
に
付
き
合
い
の
あ
る
大
学
時

代
の
友
人
た
ち
と
月
一
〜
四
回
の
割
合
で
、
雀
荘
も
し
く

は
友
人
宅
で
や
っ
て
い
ま
す
。よ
く
仕
事
帰
り
に
友
人
か

ら
連
絡
が
あ
り
、
そ
の
ま
ま
雀
荘
前
に
集
合
。自
分
ら
の

近
況
や
馬
鹿
な
話
を
交
え
な
が
ら
遊
ん
で
い
ま
す
。次

の
日
が
休
日
の
と
き
は
日
付
け
が
変
わ
る
前
ま
で
遊
ぶ

た
め
、
終
電
が
な
く
な
り
歩
い
て
家
に
帰
る
こ
と
も
し

ば
し
ば
。
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で
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私
が
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供
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ず
に
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る
も
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で
あ
り
、
次
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動
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思
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興味がありました。酒造も家族と「酒林」の話題をしていたの
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で
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の
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前
に
集
合
。自
分
ら
の

近
況
や
馬
鹿
な
話
を
交
え
な
が
ら
遊
ん
で
い
ま
す
。次

の
日
が
休
日
の
と
き
は
日
付
け
が
変
わ
る
前
ま
で
遊
ぶ

た
め
、
終
電
が
な
く
な
り
歩
い
て
家
に
帰
る
こ
と
も
し

ば
し
ば
。

　
プ
ラ
モ
デ
ル
は
主
に
ガ
ン
ダ
ム
の
プ
ラ
モ
デ
ル
、
そ
れ

も
主
に〝
改
造
〞を
行
っ
て
い
ま
す
。改
造
と
い
っ
て
も
、

プ
ラ
モ
デ
ル
で
は
再
現
し
切
れ
て
い
な
い
部
分
に
少
し

手
を
加
え
再
現
度
を
高
め
る
も
の
か
ら
、
素
材
に
自
作

の
部
品
を
組
み
合
わ
せ
、
完
全
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
作
品

を
作
る
ま
で
ピ
ン
キ
リ
で
す
。私
の
場
合
は
、
腕
や
脚
な

ど
に
手
を
加
え
て
関
節
の
可
動
範
囲
を
広
げ
て
み
た

り
、
塗
装
を
す
る
際
に
本
来
の
色
彩
で
は
な
く
あ
え
て

オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
ラ
ー
に
し
て
み
た
り
し
ま
す
。

　
プ
ラ
モ
デ
ル
の
組
み
立
て
は
昔
か
ら
や
っ
て
い
た
の

で
す
が
、改
造
と
塗
装
は
つ
い
最
近
始
め
た
ば
か
り
な
の

で
、
ま
だ
ま
だ
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
。改
造
途
中
で
壊
れ

て
し
ま
っ
た
り
、塗
装
に
ム
ラ
が
出
た
り
な
ど
頻
繁
に
起

こ
り
ま
す
。し
か
し
そ
れ
が
完
成
し
た
と
き
は
、
や
は
り

や
り
遂
げ
た
と
い
う
達
成
感
と「
自
分
だ
け
」の
も
の
が

で
き
た
と
い
う
充
実
感
が
あ
り
、
そ
う
い
っ
た
実
感
が
、

私
が
子
供
の
こ
ろ
か
ら
変
わ
ら
ず
に
求
め
て
い
る
も
の

で
あ
り
、
次
へ
繋
げ
る
た
め
の
原
動
力
に
な
っ
て
い
る
の

だ
と
思
い
ま
す
。

ＡＴＯＭＮＥＷＳ誌の編集内容に感心しています。当初と誌面
の大きさも変わり、それからの編集内容も変わり、内容が
非常に新しい点でとらえられています。これからも頑張っ
てください。　　　　　　　　＜大阪府　Ｓ．Ｋ様　男性＞

塩浦さんのおもちゃをとあるイベントで見かけたことがあり、
興味がありました。酒造も家族と「酒林」の話題をしていたの
でとても興味深く読ませていただきました。アートスペースの
スケジュール等も知りたいです。＜東京都　ゆう様　女性＞

「住まいの金物ひとくち集」参考になりました。建築・インテリア
ではなにげなく使う用語（特に漢字）が正しい表現かを、疑問
を持つことがあります（例　張る↔貼る　小口↔木口　木目
↔杢目…）。今後も金物を中心に取り上げていただくことを
お願いいたします。  ＜千葉県　ヒロ　ボッチ様　男性＞

今号から連載が始まった、寺と神社の旅研究家・
吉田さらささんの「石の神様・仏様」の写真＆エッセイ
展をアトムCSタワー8階で行います。
路傍の小さなスターたちが語る癒しの言葉を聞き
に、ぜひご来場ください。

「石の神様・仏様」 展
会場：アトムCSタワー8階　ホワイトギャラリー
日時：2011年7月16日（土）～7月28日（木） 
　　 11:00～18:00
　　　7月15日（金）17:00～オープニングパーティー

※7/17（日）・18（祝日）・23（土）・24（日）は休館

震災の報道で、港で片付けをしていたおじさんが「昔から『眼は臆病
で、手は鬼』っていうんだよ」と言っていたそうです。眼で眺めているとき
は怖い、もう駄目だと思うけど、手は鬼のように強い。眺めて不可能に
思えることも、作業をはじめてしまえば可能になる、ということらしいで
す。本当にそう。『手の鬼力』を信じています。             ＜ｋｕｍｉｎｉｎｏ＞

今号の「石の神様・仏様（吉田さらさ氏）」には私も思い出がある。6年
前の５月の連休のこと、友人と草津温泉に行く途中で、諏訪大社に立
ち寄り春宮を散策していた時、突然「万治の石仏」が出現？し、驚嘆し
たことは今でも記憶に残っている。岡本太郎氏は絶賛したそうだが、私
は「・・・。」と、不思議な空間でただ佇むだけだった。機会があれば、岡
本太郎氏を偲んで「こんな面白い」石仏と再会してみたい。  ＜太平＞

新連載やコンテンツの一部変更など、ちょっぴりリニューアルを遂げた
アトムニューズ172号はいかがでしたか？ご意見やご要望がございまし
たらお気軽にお寄せください。お待ちしております。  ＜Ａｎｄｒｏｉｄ２．２＞

東日本大震災で被災された皆様に謹んでお見舞い申し上げます。
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扉
の
脇
に「Cabinet

」の
文
字
が
小
さ
く

掲
げ
ら
れ
て
い
る
だ
け
。そ
こ
が
バ
ー
と

知
ら
な
け
れ
ば
、見
過
ご
し
て
し
ま
う
か

も
し
れ
な
い
。

　

店
名
の
由
来
は
、美
術
用
語
辞
典
で
見

つ
け
た「
蒐
集
品
を
飾
る
棚
」と
い
う
意
味

か
ら
。バ
ッ
ク
バ
ー
に
は
、若
い
頃
か
ら
少

し
ず
つ
蒐
集
し
た
シ
ン
グ
ル
モ
ル
ト
ウ
イ

ス
キ
ー
の
ボ
ト
ル
が
、ま
さ
に
博
物
館
の

陳
列
棚
の
よ
う
に
並
ぶ
。

「
集
め
る
基
準
は
、自
分
が
好
き
か
ど
う

か
、そ
れ
だ
け
。な
る
べ
く
造
り
手
の
顔
が

見
え
る
も
の
を
」と
店
主
の
増
田
晶
さ
ん
。

そ
の
選
択
眼
に
か
な
っ
た
ウ
イ
ス
キ
ー
は

八
百
本
、ワ
イ
ン
は
二
百
本
以
上
。

　

選
び
抜
か
れ
た
ウ
イ
ス
キ
ー
を
注
ぐ
の

は
、羽
根
の
よ
う
に
軽
く
薄
く
仕
上
げ
ら
れ

た
松
徳
硝
子
の
手
仕
事
グ
ラ
ス
。適
温
に
冷

さ
れ
た
グ
ラ
ス
が
置
か
れ
る
松
材
の
カ
ウ

ン
タ
ー
は
、帯
鋸
の
削
り
目
を
活
か
し
た
特

注
品
。「
木
の
ぬ
く
も
り
と
軽
や
か
さ
が
あ

る
配
色
を
考
え
た
」と
増
田
さ
ん
。入
口
の

扉
に
も
同
じ
松
材
が
使
わ
れ
て
い
る
。

　

居
心
地
の
良
さ
を
大
切
に
し
、お
酒
だ

け
で
な
く
料
理
の
充
実
度
も
ひ
と
き
わ
光

を
放
つ
。「
ゆ
っ
た
り
美
味
し
い
も
の
を
味

わ
い
な
が
ら
、ゆ
る
ゆ
る
酔
い
が
深
ま
っ

て
い
く
、そ
ん
な
バ
ー
で
あ
り
た
い
」

　

ド
リ
ン
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や
料
理
の
メ
ニ
ュ
ー
リ
ス
ト

は
、四
十
八
ペ
ー
ジ
に
も
お
よ
ぶ
分
厚
さ
。

そ
れ
は
あ
た
か
も
一
巻
の
書
物
で
あ
り
、

書
き
記
さ
れ
た
お
酒
に
は
謎
を
秘
め
た
物

語
が
ひ
っ
そ
り
と
隠
れ
て
い
る
。

　

一
杯
の
グ
ラ
ス
と
と
も
に「
読
み
解
か
れ

る
時
」を
待
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に      

。
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カビネ【Cabinet】
東京都目黒区東山3-12-4ナカミ東山ビル１F
TEL.03-3715-5086 
営業時間／PM7：00～AM3：00　
               フードラストオーダーAM1:30　
　　　　   ドリンクオーダーAM2:30
定休日／日曜と祝日の月曜日

物語は一杯のグラスとともに

取材・文／倉田ひさし　イラスト／佐藤英行　撮影／大屋徳亮

オーナーバーテンダーの増田晶さん

カビネ【Cabinet】

読者の声

編 集 後 記

みなさまよりお寄せいただいたご意見を
いくつかご紹介いたします。

Vol.16

今後の参考とさせていただきます。ありがとうございました。

個人情報の取り扱いについて
アンケートや書籍プレゼントにご応募いただいたみなさまの個人情報は、書籍プレゼントおよび「ATOMNEWS」の発送にのみ使用いたします。ご本人の承諾のない限り、

第三者に提供することはありません。また、ご応募の集計結果は個人を識別できない形で管理の上、「ATOMNEWS」の企画・編集・制作の参考にさせていただきます。
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ま
す
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事
帰
り
に
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か
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が
あ
り
、
そ
の
ま
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雀
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前
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分
ら
の

近
況
や
馬
鹿
な
話
を
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が
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す
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組
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立
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の

で
す
が
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は
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い
最
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ば
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り
な
の

で
、
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だ
ま
だ
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
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造
途
中
で
壊
れ

て
し
ま
っ
た
り
、塗
装
に
ム
ラ
が
出
た
り
な
ど
頻
繁
に
起

こ
り
ま
す
。し
か
し
そ
れ
が
完
成
し
た
と
き
は
、
や
は
り

や
り
遂
げ
た
と
い
う
達
成
感
と「
自
分
だ
け
」の
も
の
が

で
き
た
と
い
う
充
実
感
が
あ
り
、
そ
う
い
っ
た
実
感
が
、

私
が
子
供
の
こ
ろ
か
ら
変
わ
ら
ず
に
求
め
て
い
る
も
の

で
あ
り
、
次
へ
繋
げ
る
た
め
の
原
動
力
に
な
っ
て
い
る
の

だ
と
思
い
ま
す
。

ＡＴＯＭＮＥＷＳ誌の編集内容に感心しています。当初と誌面
の大きさも変わり、それからの編集内容も変わり、内容が
非常に新しい点でとらえられています。これからも頑張っ
てください。　　　　　　　　＜大阪府　Ｓ．Ｋ様　男性＞

塩浦さんのおもちゃをとあるイベントで見かけたことがあり、
興味がありました。酒造も家族と「酒林」の話題をしていたの
でとても興味深く読ませていただきました。アートスペースの
スケジュール等も知りたいです。＜東京都　ゆう様　女性＞

「住まいの金物ひとくち集」参考になりました。建築・インテリア
ではなにげなく使う用語（特に漢字）が正しい表現かを、疑問
を持つことがあります（例　張る↔貼る　小口↔木口　木目
↔杢目…）。今後も金物を中心に取り上げていただくことを
お願いいたします。  ＜千葉県　ヒロ　ボッチ様　男性＞

今号から連載が始まった、寺と神社の旅研究家・
吉田さらささんの「石の神様・仏様」の写真＆エッセイ
展をアトムCSタワー8階で行います。
路傍の小さなスターたちが語る癒しの言葉を聞き
に、ぜひご来場ください。

「石の神様・仏様」 展
会場：アトムCSタワー8階　ホワイトギャラリー
日時：2011年7月16日（土）～7月28日（木） 
　　 11:00～18:00
　　　7月15日（金）17:00～オープニングパーティー

※7/17（日）・18（祝日）・23（土）・24（日）は休館

震災の報道で、港で片付けをしていたおじさんが「昔から『眼は臆病
で、手は鬼』っていうんだよ」と言っていたそうです。眼で眺めているとき
は怖い、もう駄目だと思うけど、手は鬼のように強い。眺めて不可能に
思えることも、作業をはじめてしまえば可能になる、ということらしいで
す。本当にそう。『手の鬼力』を信じています。             ＜ｋｕｍｉｎｉｎｏ＞

今号の「石の神様・仏様（吉田さらさ氏）」には私も思い出がある。6年
前の５月の連休のこと、友人と草津温泉に行く途中で、諏訪大社に立
ち寄り春宮を散策していた時、突然「万治の石仏」が出現？し、驚嘆し
たことは今でも記憶に残っている。岡本太郎氏は絶賛したそうだが、私
は「・・・。」と、不思議な空間でただ佇むだけだった。機会があれば、岡
本太郎氏を偲んで「こんな面白い」石仏と再会してみたい。  ＜太平＞

新連載やコンテンツの一部変更など、ちょっぴりリニューアルを遂げた
アトムニューズ172号はいかがでしたか？ご意見やご要望がございまし
たらお気軽にお寄せください。お待ちしております。  ＜Ａｎｄｒｏｉｄ２．２＞

東日本大震災で被災された皆様に謹んでお見舞い申し上げます。
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住
ま
い
の
名
脇
役
で
あ
り
た
い
。

目
立
た
な
い
け
ど
、い
い
味
だ
し
て
る
。

住
ま
い
の
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ー
ン
で
活
躍
す
る
、

ア
ト
ム
の
金
物
で
す
。
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イ
ス
キ
ー
を
注
ぐ
の

は
、羽
根
の
よ
う
に
軽
く
薄
く
仕
上
げ
ら
れ

た
松
徳
硝
子
の
手
仕
事
グ
ラ
ス
。適
温
に
冷

さ
れ
た
グ
ラ
ス
が
置
か
れ
る
松
材
の
カ
ウ

ン
タ
ー
は
、帯
鋸
の
削
り
目
を
活
か
し
た
特

注
品
。「
木
の
ぬ
く
も
り
と
軽
や
か
さ
が
あ

る
配
色
を
考
え
た
」と
増
田
さ
ん
。入
口
の

扉
に
も
同
じ
松
材
が
使
わ
れ
て
い
る
。

　

居
心
地
の
良
さ
を
大
切
に
し
、お
酒
だ

け
で
な
く
料
理
の
充
実
度
も
ひ
と
き
わ
光

を
放
つ
。「
ゆ
っ
た
り
美
味
し
い
も
の
を
味

わ
い
な
が
ら
、ゆ
る
ゆ
る
酔
い
が
深
ま
っ

て
い
く
、そ
ん
な
バ
ー
で
あ
り
た
い
」

　

ド
リ
ン
ク
や
料
理
の
メ
ニ
ュ
ー
リ
ス
ト

は
、四
十
八
ペ
ー
ジ
に
も
お
よ
ぶ
分
厚
さ
。

そ
れ
は
あ
た
か
も
一
巻
の
書
物
で
あ
り
、

書
き
記
さ
れ
た
お
酒
に
は
謎
を
秘
め
た
物

語
が
ひ
っ
そ
り
と
隠
れ
て
い
る
。

　

一
杯
の
グ
ラ
ス
と
と
も
に「
読
み
解
か
れ

る
時
」を
待
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に      

。

!"#$%!"#$%&

カビネ【Cabinet】
東京都目黒区東山3-12-4ナカミ東山ビル１F
TEL.03-3715-5086 
営業時間／PM7：00～AM3：00　
               フードラストオーダーAM1:30　
　　　　   ドリンクオーダーAM2:30
定休日／日曜と祝日の月曜日

物語は一杯のグラスとともに

取材・文／倉田ひさし　イラスト／佐藤英行　撮影／大屋徳亮

オーナーバーテンダーの増田晶さん

カビネ【Cabinet】

読者の声

編 集 後 記

みなさまよりお寄せいただいたご意見を
いくつかご紹介いたします。

Vol.16

今後の参考とさせていただきます。ありがとうございました。

個人情報の取り扱いについて
アンケートや書籍プレゼントにご応募いただいたみなさまの個人情報は、書籍プレゼントおよび「ATOMNEWS」の発送にのみ使用いたします。ご本人の承諾のない限り、

第三者に提供することはありません。また、ご応募の集計結果は個人を識別できない形で管理の上、「ATOMNEWS」の企画・編集・制作の参考にさせていただきます。

開発部　鈴木 慶彦
商品の企画・設計・開発をはじめ、
試験業務や工業所有権の管理に携わる。

改造中のガンプラ（ゲルググ）

　
ア
ウ
ト
ド
ア
派
が
多
い
社
内
で
私
は
根
っ
か
ら
の
イ

ン
ド
ア
派
で
す
。

　
こ
こ
最
近
よ
く
や
っ
て
い
る
こ
と
は
麻
雀
と
プ
ラ
モ

デ
ル
で
す
。麻
雀
は
い
ま
だ
に
付
き
合
い
の
あ
る
大
学
時

代
の
友
人
た
ち
と
月
一
〜
四
回
の
割
合
で
、
雀
荘
も
し
く

は
友
人
宅
で
や
っ
て
い
ま
す
。よ
く
仕
事
帰
り
に
友
人
か

ら
連
絡
が
あ
り
、
そ
の
ま
ま
雀
荘
前
に
集
合
。自
分
ら
の

近
況
や
馬
鹿
な
話
を
交
え
な
が
ら
遊
ん
で
い
ま
す
。次

の
日
が
休
日
の
と
き
は
日
付
け
が
変
わ
る
前
ま
で
遊
ぶ

た
め
、
終
電
が
な
く
な
り
歩
い
て
家
に
帰
る
こ
と
も
し

ば
し
ば
。

　
プ
ラ
モ
デ
ル
は
主
に
ガ
ン
ダ
ム
の
プ
ラ
モ
デ
ル
、
そ
れ

も
主
に〝
改
造
〞を
行
っ
て
い
ま
す
。改
造
と
い
っ
て
も
、

プ
ラ
モ
デ
ル
で
は
再
現
し
切
れ
て
い
な
い
部
分
に
少
し

手
を
加
え
再
現
度
を
高
め
る
も
の
か
ら
、
素
材
に
自
作

の
部
品
を
組
み
合
わ
せ
、
完
全
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
作
品

を
作
る
ま
で
ピ
ン
キ
リ
で
す
。私
の
場
合
は
、
腕
や
脚
な

ど
に
手
を
加
え
て
関
節
の
可
動
範
囲
を
広
げ
て
み
た

り
、
塗
装
を
す
る
際
に
本
来
の
色
彩
で
は
な
く
あ
え
て

オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
ラ
ー
に
し
て
み
た
り
し
ま
す
。

　
プ
ラ
モ
デ
ル
の
組
み
立
て
は
昔
か
ら
や
っ
て
い
た
の

で
す
が
、改
造
と
塗
装
は
つ
い
最
近
始
め
た
ば
か
り
な
の

で
、
ま
だ
ま
だ
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
。改
造
途
中
で
壊
れ

て
し
ま
っ
た
り
、塗
装
に
ム
ラ
が
出
た
り
な
ど
頻
繁
に
起

こ
り
ま
す
。し
か
し
そ
れ
が
完
成
し
た
と
き
は
、
や
は
り

や
り
遂
げ
た
と
い
う
達
成
感
と「
自
分
だ
け
」の
も
の
が

で
き
た
と
い
う
充
実
感
が
あ
り
、
そ
う
い
っ
た
実
感
が
、

私
が
子
供
の
こ
ろ
か
ら
変
わ
ら
ず
に
求
め
て
い
る
も
の

で
あ
り
、
次
へ
繋
げ
る
た
め
の
原
動
力
に
な
っ
て
い
る
の

だ
と
思
い
ま
す
。

ＡＴＯＭＮＥＷＳ誌の編集内容に感心しています。当初と誌面
の大きさも変わり、それからの編集内容も変わり、内容が
非常に新しい点でとらえられています。これからも頑張っ
てください。　　　　　　　　＜大阪府　Ｓ．Ｋ様　男性＞

塩浦さんのおもちゃをとあるイベントで見かけたことがあり、
興味がありました。酒造も家族と「酒林」の話題をしていたの
でとても興味深く読ませていただきました。アートスペースの
スケジュール等も知りたいです。＜東京都　ゆう様　女性＞

「住まいの金物ひとくち集」参考になりました。建築・インテリア
ではなにげなく使う用語（特に漢字）が正しい表現かを、疑問
を持つことがあります（例　張る↔貼る　小口↔木口　木目
↔杢目…）。今後も金物を中心に取り上げていただくことを
お願いいたします。  ＜千葉県　ヒロ　ボッチ様　男性＞

今号から連載が始まった、寺と神社の旅研究家・
吉田さらささんの「石の神様・仏様」の写真＆エッセイ
展をアトムCSタワー8階で行います。
路傍の小さなスターたちが語る癒しの言葉を聞き
に、ぜひご来場ください。

「石の神様・仏様」 展
会場：アトムCSタワー8階　ホワイトギャラリー
日時：2011年7月16日（土）～7月28日（木） 
　　 11:00～18:00
　　　7月15日（金）17:00～オープニングパーティー

※7/17（日）・18（祝日）・23（土）・24（日）は休館

震災の報道で、港で片付けをしていたおじさんが「昔から『眼は臆病
で、手は鬼』っていうんだよ」と言っていたそうです。眼で眺めているとき
は怖い、もう駄目だと思うけど、手は鬼のように強い。眺めて不可能に
思えることも、作業をはじめてしまえば可能になる、ということらしいで
す。本当にそう。『手の鬼力』を信じています。             ＜ｋｕｍｉｎｉｎｏ＞

今号の「石の神様・仏様（吉田さらさ氏）」には私も思い出がある。6年
前の５月の連休のこと、友人と草津温泉に行く途中で、諏訪大社に立
ち寄り春宮を散策していた時、突然「万治の石仏」が出現？し、驚嘆し
たことは今でも記憶に残っている。岡本太郎氏は絶賛したそうだが、私
は「・・・。」と、不思議な空間でただ佇むだけだった。機会があれば、岡
本太郎氏を偲んで「こんな面白い」石仏と再会してみたい。  ＜太平＞

新連載やコンテンツの一部変更など、ちょっぴりリニューアルを遂げた
アトムニューズ172号はいかがでしたか？ご意見やご要望がございまし
たらお気軽にお寄せください。お待ちしております。  ＜Ａｎｄｒｏｉｄ２．２＞

東日本大震災で被災された皆様に謹んでお見舞い申し上げます。

し
ゅ
う
し
ゅ
う


